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星ほしのカービィ




あぶないグルメ屋や敷しき!?の巻まき








高たか瀬せ美み恵え・作

苅かり野のタウ・ぽと・絵
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〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あくびが出でるほどのどかで、あたたかな昼ひる下さがり。

　カービィは木こかげに寝ね転ころんで、真まっ青さおな空そらを見み上あげていた。

　いや……正せい確かくには、空そらに浮うかんだソフトクリームのような雲くもを。

（はあ……おいしそう。雲くもって、冷つめたいのかなあ？　ソフトクリームみたいに、あまい味あじがするのかな？）

　考かんがえているうちに、だんだん眠ねむくなってきた。

　カービィは、うとうとしながら深ふかく息いきを吸すいこんでみた。

　すると、カービィの強きょう力りょくなパワーに引ひき寄よせられて、雲くもがするすると空そらから下おりてきた。

（うわあ……おいしそう。いただきます！）

　カービィは大おおきく口くちをあけて、ぱくんと雲くもを飲のみこんだ。

（ふわふわで、あまーい……それに、からだが軽かるくなってきたー……雲くもになったみたいだなあ……）

　カービィには、ふしぎな力ちからがそなわっている。それは、吸すいこんだ相あい手ての能のう力りょくを、そっくり自じ分ぶんのものにしてしまえる力ちから。

　今いま、カービィは雲くもの力ちからを取とりこんで、ふんわりと宙ちゅうに浮うかんでいた。このまま風かぜにのって、どこまでも運はこばれていきそうな気き分ぶん。

（わあ……雲くもを吸すいこんだのは初はじめてだけど、楽たのしいなあ……！）

　そのときだった。

「カービィ！　カービィったら、起おきてよ！　大だいニュースだよ～！」

　カービィはハッとして飛とび起おきた。

「あ……あれ……？」

　カービィは、あたりをキョロキョロ見み回まわした。

　ソフトクリームみたいな雲くもは、ぽっかりと空そらに浮うかんでいる。

「あれえ……？　たしかに吸すいこんだと思おもったんだけど……ただの夢ゆめだったのかぁ。なーんだ」

　カービィはがっかりして、また木こかげにゴロンと転ころがった。

「起おきてってば、カービィ。ニュースがあるんだから」

　カービィを揺ゆり起おこしたのは、友ともだちのワドルディだった。

　カービィは少すこしすねて、ワドルディにくるっと背せを向むけた。

「うるさいなあ……せっかく楽たのしい夢ゆめをみてたのに……」

「夢ゆめよりも、このニュースのほうがぜったい楽たのしいよ」

「なんのニュース？」

「つい先せん日じつのことなんだけどね。このプププランドの西にしのはずれに、パフェスキー夫ふ人じんって人ひとが引ひっ越こしてきたんだ。知しってる？」

「……パフェ!?」

　とたんにカービィははね起おきて、ワドルディに飛とびついた。

「どこどこ!?　どこにパフェがあるの!?」

「ちがうよ！　パフェじゃなくて、パフェスキー……」

「うん、パフェ好すきー！　何なにパフェ？　チョコパフェ？　フルーツパフェ？」

「えーと……ぼくはバナナパフェが好すきだな」

「おいしいよね！　ぼく、ストロベリーパフェも好すき！」

「あと、まっちゃパフェもね！」

「ほんと？　まっちゃパフェって、食たべたことないよー！」

「おいしいよー！」

「今こん度ど、いっしょに食たべようよ、ワドルディ」

「うん、食たべよう食たべよう！」
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　手てを取とり合あって盛もり上あがったところで、ワドルディはハッとした。

「……なんの話はなしだったっけ？」

「パフェだよ！　パフェ大だい好すきー！」

「あ、ちがうよ。パフェじゃなくて、パフェスキー夫ふ人じんの話はなしだよ！」

　カービィと話はなしていると、いつもこんな調ちょう子しで話はなしがそれてしまう。

　ワドルディはやっと用よう件けんを思おもい出だして、話わ題だいを元もとに戻もどした。

「パフェスキー夫ふ人じんって人ひとが、西にしのはずれに引ひっ越こしてきたんだ。その人ひと、すごくお金かね持もちでね、湖みずうみのほとりに大おおきなお屋や敷しきを建たてたんだってさ！」

「……なーんだ」

　食たべ物もののパフェとは関かん係けいないと知しって、カービィはとたんに興きょう味みを失うしなってしまった。

「でね、もうすぐパフェスキー夫ふ人じんのお誕たん生じょう日びなんだって！　お祝いわいのパーティを開ひらくらしいよ」

「……ふーん」

　カービィはまた白しろい雲くもを見み上あげて、スーハースーハー深しん呼こ吸きゅうを始はじめた。

　さっきのは夢ゆめだったけれど、気き合あいをいれてチャレンジを続つづければ、いつかは本ほん当とうに雲くもを吸すいこめるようになるかもしれない。

「すごく盛せい大だいなパーティになるってうわさだよ。なにしろ、大おお金がね持もちだから。お屋や敷しきには百人にんものお客きゃくさんが招しょう待たいされて、夜よどおしダンスをするんだって。すてきだよねえ！」

　カービィはまったく聞きいていなかった。

　会あったこともない人ひとの誕たん生じょう日びパーティの話はなしなんて、おもしろくもなんともない。そんなことより、雲くもを吸すいこむ練れん習しゅうのほうが大たい切せつだ。

「すー……はー……すー……はー……」

「パフェスキー夫ふ人じんはとってもグルメで、おかかえのシェフが何なん十じゅう人にんもいるんだってさ」

「すー……」

「誕たん生じょう日びパーティには、もちろん山やまほどのごちそうが出でて……」

　その一ひと言ことを聞きいた瞬しゅん間かん、カービィは大おおきく息いきを吸すいこんだままワドルディに向むき直なおり、一いっ気きに吐はき出だした。

「ごちそう!?」

　もちろん、カービィに悪わる気ぎはない。

　ない……けれど、彼かれの叫さけびは強きょう力りょくな空くう気き弾だんとなってワドルディを直ちょく撃げきしていた。ワドルディは野の原はらをころころ転ころがっていった。

「わあああ～！」

　カービィは、その後あとを追おいかけながら叫さけんだ。

「山やまほどのごちそう!?　ワドルディ、それ、ほんと!?」

　ワドルディは何なん度どもバウンドしながら野の原はらを転ころがり、大おおきな岩いわにぶつかってようやく止とまった。

「い……てて……あぶないじゃないか、カービィ！」

「ねえねえ、山やまほどのごちそうって、どれくらい？　デデデ山やまぐらい？」

「いつも言いってるだろ。カービィの空くう気き弾だんは強きょう力りょくすぎるんだから。息いきを吐はくときは、まわりに誰だれもいないかどうか確たしかめて……」

「とりのからあげは出でる？　カレーライスは？　冷ひやし中ちゅう華かは？　アイスクリームは？」

「ぼくが軽かるいから助たすかったけどさ、へたすりゃ大おおけが……」

「パフェは？　ねえ、パフェは!?」

「……うーん……知しらない……」

　ワドルディは、文もん句くを言いうのをあきらめた。食たべ物ものの話はなしに夢む中ちゅうになっている時ときのカービィには、何なにを言いってもむだっぽい。

「……とにかく、たくさんの料りょう理りが出でるんだよ。百人にんの招しょう待たい客きゃくが、三日かかけても食たべきれないくらいだって」

「だいじょーぶ！　ぼくなら一人ひとりで全ぜん部ぶ食たべきれるから！」

「あはは！　うん、カービィならペロリだよね。でも、招しょう待たいされてないから……」

「大おお食ぐい大たい会かいで、カレーライス百人にん前まえを食たべたことあるよ！　すっごく、のどがかわいたから、ジュースも百人にん前まえ飲のんじゃったんだ。みんな、びっくりしてたよー！」

「それは、すごいね。でもね、このパーティは、大おお食ぐい大たい会かいってわけじゃ……」

「からくて、口くちの中なかがピリピリしたから、デザートのアイスも百人にん前まえ食たべた！　だから安あん心しんして、ワドルディ！　ぼく、どんなごちそうが出でても、だいじょーぶだから！」

「う、ううん、なんにも心しん配ぱいなんてしてないけど……それより、カービィ……」

「ごちそう、ごちそう！　早はやく行いこう、ワドルディ！」

[image: ]

　カービィはワドルディの手てをつかんで、全ぜん速そく力りょくで走はしり出だした。もう、カービィの頭あたまの中なかには、山やまほどのごちそうのことしかなかった。

　ワドルディは、ずるずる引ひきずられながら必ひっ死しに叫さけんだ。

「ちょっと待まってったら、カービィ！　パーティはまだ始はじまってない！　一週しゅう間かん後ごなんだってば～！」

「待まちきれないよ～！　今いますぐ始はじめてって、お願ねがいしよう！」

「だめだってば。それに、招しょう待たいされてもいないのに、お屋や敷しきに入はいることはできないよ」

「え？」

「招しょう待たい状じょうがなきゃ、パーティには出しゅっ席せきできないんだよ！」

　カービィはようやく理り性せいを取とり戻もどして足あしを止とめ、首くびをかしげた。

「しょーたいじょー？　何なにそれ？　おいしい？」

「食たべ物ものじゃないよ。招しょう待たい状じょうっていうのはねえ……」

「ショートケーキみたいな味あじかなあ？」

「ショートケーキじゃなくて、ショータイジョ……」

「ぼくショートケーキ大だい好すきー！　ワドルディは？」

「ショートケーキの話はなしはどうでもいいから……」

「え!?　どうでもいいの!?　信しんじられない！　ワドルディはショートケーキがきらいなの!?」

　カービィは「ガーン！」という顔かおでよろめいた。

　ワドルディはあわてて言いった。

「ううん、まさか！　ショートケーキ、大だい好すき！」

「良よかった～。てっぺんのイチゴがおいしいよね！」

「ぼく、ブルーベリーのショートケーキ食たべたことあるよ！」

「ほんと!?　おいしい!?」

「うん！　すっごく！」

「食たべたいなあ！」

「今こん度ど、いっしょに食たべよう」

「食たべよう食たべよう！」

　二人ふたりは手てを取とって盛もり上あがったが、ワドルディはハッとした。

「……なんの話はなしだったっけ？」

「もう、忘わすれんぼうだなあ、ワドルディは！　ショートケーキの話はなしに決きまってるじゃない！」

「ち、ちがう。そんな話はなしじゃなくて……ショー……ショ……そうだ、招しょう待たい状じょう！」

　ワドルディはやっと思おもい出だして、話わ題だいを元もとに戻もどした。

「つまりね、パフェスキー夫ふ人じんから『パーティに来きてください』っていうお手て紙がみをもらわないといけないってこと。勝かっ手てに押おしかけたって、お屋や敷しきに入いれてもらえないんだよ」

「ふーん？　どうやったら、お手て紙がみもらえるの？　お手て紙がみくださいって、お手て紙がみ出だしてみようか？」

「そんなことしても、むだだよ。パフェスキー夫ふ人じんは、仲なか良よしの友ともだちとか、よほどの有ゆう名めい人じんにしか招しょう待たい状じょうを送おくらないんだって」

「よーし、わかった！　今いますぐ友ともだちになってくる～！」

　再ふたたび西にしに向むかって駆かけ出だしそうなカービィを、ワドルディはあわてて止とめた。

「待まって、人ひとの話はなしは最さい後ごまで聞きいてよ。招しょう待たい状じょうがなくてもパーティにもぐりこめる方ほう法ほうが、一つだけあるんだ」

「なになに～!?」

「パフェスキー夫ふ人じんの、おかかえシェフになることだよ」

「おかか……え……？」

「お屋や敷しきにはたくさんのシェフがいるらしいけど、まだ足たりないんだって。とにかく、大おおきなパーティだから。それで今いま、シェフを大だい募ぼ集しゅうしてるんだ。オリジナルのレシピを考かんがえて応おう募ぼすれば、パフェスキー夫ふ人じんに気きに入いられるかもしれない。そうしたら、招しょう待たい状じょうがなくても、お屋や敷しきのキッチンに入はいりこめる。山やまほどのごちそうを、片かたっぱしから味あじ見みできるってわけ」

「味あじ見み～！　するする～！」

「ね、いい考かんがえだろ？　いっしょにレシピを考かんがえようよ」

「うん！」

　カービィは大おお喜よろこび。空くう中ちゅうでくるんと一回かい転てんした。

「くわしいことは、明日あしたまた打うち合あわせよう。それまでに、レシピのアイデアをいくつか考かんがえておいてよ。もちろん、ぼくも考かんがえてくるからね」

「はーい！」

「じゃあね。ぼく、もう帰かえらなきゃ」

「ばいばい、ワドルディ！」

　ワドルディはカービィと別わかれて、来きた道みちをてくてくと引ひき返かえしていった。




　さて、ワドルディが帰かえる場ば所しょは、けわしい山やまの頂ちょう上じょうにそびえる不ぶ気き味みな城しろ──その名なもデデデ城じょう。

　ワドルディは、この城しろに住すむデデデ大だい王おうに仕つかえているのである。大だい王おうの信しん頼らいが厚あつい忠ちゅう実じつな部ぶ下か、と言いえば聞きこえはいいけれど、ようするに大だい王おうの身みの回まわりの世せ話わをする使つかい走ばしり、雑ざつ用よう係がかり、みたいなもの。

　ワドルディは城じょう内ないの古ふるめかしい石いし段だんを上のぼり、大だい王おうの部へ屋やに向むかった。

　城しろを留る守すにした時じ間かんはほんのわずかだったけれど、その間あいだに、わがままな大だい王おうがかんしゃくを起おこしていないとも限かぎらない。さっそく、ご機き嫌げんうかがいをしなければならない。

「大だい王おう様さま、ただいま戻もどりまし……」

　言いいかけたワドルディの耳みみに、鋼こう鉄てつのハンマーを打うち下おろすかのような大だい王おうのドラ声ごえが届とどいた。

「──おそーい！」

　ワドルディはすくみ上あがった。

　この声こえからして、大だい王おうはむちゃくちゃ機き嫌げんが悪わるそうだ……。

「ご、ごめんなさい！　え、えーと、お使つかいの帰かえりに、道みちに迷まよってしまって……」

　カービィのところに寄より道みちをしていたなんて正しょう直じきに言いったら、火ひに油あぶらを注そそぐことになってしまう。大だい王おうは、カービィを一いっ方ぽう的てきにライバル視しし、何なにかにつけて敵てき意いをむき出だしにしているのだから。

　デデデ大だい王おうは巨きょ体たいを揺ゆすって、ドタドタと室しつ内ないを歩あるき回まわりながら、また大おお声ごえでどなった。

「おそすぎる！　パフェスキー夫ふ人じんめ、いったい何なにをしておるのだー！」

「……え？」

「ひょっとして、オレ様さまの住じゅう所しょを知しらないのか？　いや、まさかな。あて先さきは、デデデ大だい王おう様さまだけで届とどくはずだもんなー」

「……大だい王おう様さま？」

「郵ゆう便びん番ばん号ごうがわからないとか？　デデデ城じょうの郵ゆう便びん番ばん号ごうか……そんなもん、あったっけかなあ……」

　ワドルディは、目めをパチパチさせた。

　大だい王おうが怒いかりくるっている原げん因いんは、どうもワドルディではないらしい。郵ゆう便びん物ぶつを気きにしている……ということは。

「大だい王おう様さま、ひょっとして、パフェスキー夫ふ人じんの招しょう待たい状じょうを待まってらっしゃるんですか？」

「ワドルディ。おまえ、もしや……」

　デデデ大だい王おうは、やっとワドルディに気きづいたように顔かおを向むけると、怒いかりをこめて飛とび上あがった。

「そうか、おまえのしわざか！　ダイレクトメールとまちがえて、パーティの招しょう待たい状じょうを捨すてちゃったんだな!?　大おおばかものー！」
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「ち、ちがいます！　大だい王おう様さまあてのお手て紙がみは、毎まい朝あさきちんと調しらべてます。招しょう待たい状じょうは届とどいてません」

「なんでだ！　なんで、このオレ様さまに招しょう待たい状じょうが来こないのだ!?」

　なるほど。パーティの招しょう待たい状じょうが来こないので、大だい王おうはイラついているらしい。

「大だい王おう様さまは、パフェスキー夫ふ人じんとお友ともだちだったんですね」

「友ともだちだと？　んなわけ、あるか。会あったこともない！」

「え？　それなら、招しょう待たい状じょうなんて来くるはずが……」

「大おおばかもの！　オレ様さまを誰だれだと思おもってるんだ!?　このプププランドの支し配はい者しゃ、偉い大だいなるデデデ大だい王おう様さまだぞ！　オレ様さまを招しょう待たいしなきゃ、パーティが始はじまらないじゃないかっ！」

　デデデ大だい王おうは顔かおを真まっ赤かにして、足あしを踏ふみ鳴ならした。城しろ全ぜん体たいが、地じ震しんのように揺ゆれた。

「は……はあ……」

　ゆさゆさと揺ゆさぶられながら、ワドルディは目めをぱちくりさせていた。

　実じつをいうと、「プププランドの支し配はい者しゃ」とか「偉い大だいなる大だい王おう」とかいう偉えらそうな肩かた書がきは、デデデ大だい王おうが自じ分ぶんで名な乗のっているだけである。あきれかえるほど平へい和わなプププランドの住じゅう民みんたちの大たい半はんは、デデデ大だい王おうのことを「山やまの上うえのお城しろに住すんでる、声こえが大おおきくて食くいしんぼうで、はた迷めい惑わくなおとなりさん」ぐらいにしか思おもってない。

　引ひっ越こしてきて間まもないパフェスキー夫ふ人じんが、デデデ大だい王おうの名な前まえを知しっているかどうか、あやしいもの。たとえ知しっていたとしても、それは「食くい意い地じの張はった、いばりんぼ」という悪あく名みょうに決きまっている。

（招しょう待たい状じょうなんか、ぜったい来こないと思おもうなあ……）

　とは思おもったものの、そんなことは口くちにできない。

　いろいろと苦く労ろうはたえないけれども、ワドルディはデデデ大だい王おうを尊そん敬けいしていた。

　恐おそろしくワガママで、人ひと使づかいの荒あらいデデデ大だい王おうだが、人にん情じょうには厚あつくて、男おとこらしい一いち面めんもある。これまでに、ワドルディは大だい王おうに助たすけられたことが何なん度どもあった（もちろん、恩おん着きせがましく、偉えらそうに……ではあったけれど）。

　大だい王おうの機き嫌げんをそこねないように、ワドルディは調ちょう子しを合あわせた。

「おかしいですね！　大だい王おう様さまに招しょう待たい状じょうが来こないなんて」

「ううむ……きっと郵ゆう便びん屋やがなまけてるんだろう。けしからんな！」

「けしからんですね！」

「あとで郵ゆう便びん局きょく長ちょうをしかりつけてやろう……ところで、ワドルディ。一つ、おまえの意い見けんを聞ききたいんだが」

　デデデ大だい王おうは、壁かべの一いち面めんに取とりつけられたドアをサッと開ひらいた。

　そこは、大だい王おうのウォークイン・クローゼット。おしゃれな大だい王おうが買かい集あつめた、ギンギラギンに趣しゅ味みの悪わるい……いや、きらびやかなコスチュームが詰つめこまれている。

「このスパンコールスーツと羽は根ね飾かざりつき全ぜん身しんタイツ、どっちが良よいと思おもう？」

「……はい？」

「はい、じゃない。パーティに着きていくには、どっちが良よいかと聞きいてるんだ」

　デデデ大だい王おうは、七なな色いろのスパンコールがキラキラと輝かがやくスーツを手てに取とり、からだに当あてて振ふり返かえった。

　天てん井じょうの照しょう明めいがスパンコールに反はん射しゃして、まぶしいったらない。

「わっ」

　ワドルディは叫さけんで、手てで目めをおおった。

「む？　なんだ、その態たい度どは？」

　デデデ大だい王おうが、うたがわしげにワドルディをにらんだ。

　ワドルディは、おそるおそる手てを下おろして、言いい訳わけをした。

「あの……す、すてきすぎて……目めがくらんじゃいました」

　たちまち、大だい王おうは機き嫌げんを直なおした。

「そうか、そうか！　おまえは正しょう直じきなやつだ。なにしろ、特とく注ちゅうで作つくった超ちょう豪ごう華かスーツだからな！」

「さ、さすがです、大だい王おう様さま」

　尊そん敬けいする大だい王おうのセンスだけど……これはいくらなんでもひどいんじゃ……とワドルディがハラハラしながら見み守まもる前まえで。

「だがなあ、こっちの全ぜん身しんタイツも捨すてがたいと思おもわんか？」

　大だい王おうが次つぎに手てにしたのは、天てん井じょうまで届とどきそうな巨きょ大だいな羽は根ね飾かざりがついた全ぜん身しんタイツだった。

　大だい王おうは、悩なやましげな目めをして、全ぜん身しんタイツをからだに当あてた。

「どうだ。セクシーだろう」

　これまた、スパンコールスーツよりももっと破は壊かい力りょくのあるデザインだった。

　ワドルディは、目めをそむけることも笑わらい転ころげることもできず、呼こ吸きゅう困こん難なんにおちいった。

（大だい王おう様さまのファッションは、いつもすごいけど……これは特とくに……ひどい！）

「は……う……あ……っ」

「どうした？　あまりのセクシーさに声こえも出だせんのか。どちらが良よいかなあ」

　大だい王おうは、スパンコールスーツと全ぜん身しんタイツを、かわるがわるからだに当あてて、鏡かがみをのぞきこんだ。

「上じょう品ひんなのはスーツだが、オレ様さまの魅み力りょくをアピールできるのはタイツのほうじゃないかな？」

「ど、どちらも……すてき……で……す……」

「まったく、オレ様さまのセンスの良よさにも困こまったもんだ。どんな服ふくでも着きこなしちゃうんだからな」

「は、はい。困こまったものです」

「ま、いい。パーティ当とう日じつまでに、じっくり考かんがえるとしよう」

　デデデ大だい王おうはクローゼットの扉とびらを閉しめ直なおすと、不ぶ気き味みな笑わらいを浮うかべた。

「そうそう、美び容よう院いんも予よ約やくしておかなくちゃ。ジェントルマンのたしなみだ。レディたちの視し線せんがオレ様さまにくぎづけになっちゃうな……ふふふ……パーティが楽たのしみになってきたわい」

　楽たのしげに笑わらうデデデ大だい王おうを見みて、ワドルディはとてつもなく不ふ安あんになってきた。
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　もしも……というより、まず百パーセント確かく実じつに、招しょう待たい状じょうは届とどくまい。

　そのとき、デデデ大だい王おうがどれほど怒いかりくるうことか……考かんがえたくもなかった。
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　次つぎの日ひの朝あさ。

　ワドルディは、胸むねをはずませて部へ屋やを出でた。

　昨日きのうの夜よる、パフェスキー夫ふ人じんのおかかえシェフに応おう募ぼするためのレシピを、たくさん考かんがえてみた。あまくとろけるカスタードプリンとか、しっとりなめらかなチョコ風ふう味みカステラとか……。

（想そう像ぞうしただけで、うっとりしちゃうよ！　カービィと相そう談だんして、どんなレシピにするか決きめるんだ！）

　けれど、その前まえに。まずは、大だい王おうのご機き嫌げんをうかがっておかねばならない。

「おはようございます、大だい王おう様さま。けさは何なにか、ご用ようはありますか？」

　朝あさのあいさつにうかがってみると、大だい王おうはワドルディに背せを向むけて、窓まどに向むかっていた。

「大だい王おう……様さま……？」

「うむむ……カービィのやつ、また何なにかたくらんでるぞ」

　大だい王おうは大おおきな双そう眼がん鏡きょうを構かまえて、窓まどの外そとをながめている。

　ワドルディは、不ふ吉きつな予よ感かんを覚おぼえながらたずねた。

「どうしたんですか？」

「見みろ。あいつめ、また何なにかおかしなことを始はじめたぞ」

　大だい王おうはいまいましげに言いって、ワドルディに双そう眼がん鏡きょうを渡わたした。

　目めに当あてて、窓まどの外そとをながめてみると。

　野の原はらの真まん中なかで、カービィが元げん気きよくはね回まわっていた。

　その前まえにすえられているのは、銀ぎん色いろに光ひかる巨きょ大だいなボウルだった。カービィは特とく大だいの泡あわ立だて器きにしがみつき、ボウルの中なか身みをかき回まわしているようだ。

　……あのボウルの中なか身みは、どう見みても、お菓か子しの材ざい料りょう。カービィはさっそく、応おう募ぼ用ようのオリジナル料りょう理り作づくりに取とりかかっているらしい。

「あいつめ。何なにかとんでもない悪あく事じをたくらんでいるにちがいない！」

「え……そんな……まさか」

「ワドルディ、カービィめが何なにをしているのか、さぐってこい！」

「……は……」

「やつは、ぜったい、オレ様さまにたてつく気きだ。あのボウルの中なか身みは、この城しろを爆ばく破はするための爆ばく薬やくだろう！」

「え、そんな……ちがうんじゃないかなあ……」

「行いけ、ワドルディ！　カービィのたくらみをあばき、デデデ城じょうの平へい和わを守まもるのだー！」

　デデデ大だい王おうに蹴けっ飛とばされて、ワドルディは城じょう外がいに追おい出だされた。




「……というわけなんだ。デデデ大だい王おう様さまは、カービィのことをすごく警けい戒かいしてるんだ」

　ワドルディはカービィにささやいた。

　今いま、この瞬しゅん間かんも、デデデ大だい王おうは双そう眼がん鏡きょうでこの様よう子すを見み張はっているにちがいない。だから、あまり親したしげにふるまうことはできない。

　ワドルディは、カービィをこづき回まわすふりをしながら、そっと続つづけた。

「大だい王おう様さまは、何なにかにつけてカービィを目めのかたきにしてるんだよ。ぼくがカービィと仲なか良よくしてることがバレたら、大たい変へんなことになっちゃうよ」

「そうだねー」

「だから、ごめんね、カービィ。ぼく、カービィのお料りょう理りに協きょう力りょくできなくなっちゃったんだ」

「だいじょーぶ、だいじょーぶ！　ぼく、一人ひとりで作つくれるから！」

　カービィは、ワドルディの心しん配ぱいなんてまったく気きにしていない。巨きょ大だい泡あわ立だて器きにしがみついて、ボウルの中なか身みをぐるぐるかき回まわしている。

　ワドルディは、ボウルをのぞきこんで、とてつもなく不ふ安あんになった。

「……何なにを作つくってるの？」

「超ちょう豪ごう華か☆スイートスペシャルてんこもりカービィケーキだよー！」

「ケーキ……？　これが……？」
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　ケーキといったら、ふつうは小こ麦むぎ粉こやバターでできていて、ふんわりとあまいかおりが漂ただよっているはず。

（なんでケーキの材ざい料りょうが、こんなにどす黒ぐろくて、ぶつぶつ泡あわ立だってるんだろう……）

　ワドルディは、おそるおそるたずねた。

「……材ざい料りょうは？」

「まずは小こ麦むぎ粉こでしょ、それからバター」

「……うん」

「あと、たまごと、牛ぎゅう乳にゅうと、お砂さ糖とう」

「それだけじゃないでしょ？　他ほかに、何なにを入いれたの？」

「んーと、オレンジジュースとアップルジュースとメープルシロップとねー」

「う、うん。それから？」

「あと、おみそと、おしょうゆ」

「え!?」

「あとねー、コーラとトウガラシとウーロン茶ちゃとごま油あぶらとおろしにんにく！」

「け、ケーキの中なかに……!?」

「うん！　あと、納なっ豆とうとマヨネーズとポン酢ずとラー油ゆと……」

「も、もういいよ……」

　ようするに、思おもいついたものを片かたっぱしから入いれてしまったらしい。

　ワドルディは、泣なきたくなってきた。

「どうして、メープルシロップぐらいで止とめておかなかったんだよー……なんで、ラー油ゆとか、にんにくとか、納なっ豆とうなんて……」

「え？　ワドルディはラー油ゆきらい!?　ギョウザにラー油ゆつけないの!?」

「ギョウザにつけるのは、おいしいけど……これ、ギョウザじゃなくてケーキ……」

「にんにくもきらい!?　納なっ豆とうも!?　信しんじられない！」

「きらいじゃ……ないけど……」

「わあ、良よかったー！　ワドルディもぼくと同おなじで、好すききらいがないんだね！」

「……うん。でも、これ……」

「できたら食たべさせてあげるね、ワドルディ！　楽たのしみにしてて！」

　カービィは、自じ信しんまんまん。

　ワドルディはヨロヨロしながら、その場ばをはなれた。

　カービィは、デデデ大だい王おうをも上うわ回まわる食くいしんぼう。おいしいものが大だい好すきで、特とくにパフェとかケーキとかおだんごとか、あまいものには目めがない。これまでに、ありとあらゆるおいしいデザートを味あじわってきたはずなのに……。

（なんで、ケーキに納なっ豆とうとかにんにくを入いれるのはおかしいって、気きがつかないんだろう？　食たべるのと、自じ分ぶんで作つくるのは別べつなんだなあ……）

　あの味あじとこの味あじを組くみ合あわせたらどうなるか、そういう計けい算さんが、カービィにはまったくできないらしい。とにかく、なんでもかんでも、自じ分ぶんが好すきな材ざい料りょうをまぜればおいしくなると信しんじている。

（これじゃ、ぜったいにムリだ。パフェスキー夫ふ人じんのシェフに選えらばれることなんて、ありっこないよ……！）




　とぼとぼとデデデ城じょうに戻もどったワドルディを待まっていたのは、昨日きのうよりもはげしいデデデ大だい王おうのどなり声ごえだった。

「おそいー！　おそすぎる！　何なにをしているのだ、パフェスキーのやつめー！」

　デデデ大だい王おうが飛とび上あがって地じ団だん駄だをふむと、デデデ城じょうがゆっさゆっさと揺ゆれた。

「あ……まだ届とどかないんですね、招しょう待たい状じょう」

　ぜったいに届とどくはずがないと思おもいながらも、ワドルディはデデデ大だい王おうの手て前まえ、心しん配ぱいそうに言いった。

「おかしいですね、大だい王おう様さま」

「まったくだ！　美び容よう院いんもエステサロンも予よ約やくしたっていうのに！　くそっ、これはきっと郵ゆう便びん屋やの陰いん謀ぼうだな。郵ゆう便びん屋やめ、カービィと組くんで、オレ様さまをおとしいれる気きにちがいない！　くそー、許ゆるさーん！」

　怒いかりのあまり、被ひ害がい妄もう想そうにとりつかれているデデデ大だい王おうであった。

「ワドルディ、郵ゆう便びん屋やをひっとらえてこい！　オレ様さまあての招しょう待たい状じょうをどこにかくしたか、白はく状じょうさせるのだ！」

「え、えーと……」

　ワドルディは困こまり果はててしまった。罪つみもない郵ゆう便びん屋やさんを、とらえるわけにはいかない。

　ワドルディは、とっさに思おもいついたことを口くちにした。

「あ、あの、大だい王おう様さま。一つ、良よい考かんがえがあるんですけど」

「なんだ？　言いってみろ」

「パフェスキー夫ふ人じんのシェフになってみたらどうでしょう？」

「なに？」

「えーと……実じつは、カービィをこらしめて、白はく状じょうさせたんですが……」

　ワドルディは、心こころの中なかで（カービィ、ごめんね……）とあやまりながら、ちょこっとウソをまじえて説せつ明めいした。

「カービィのやつめ、パフェスキー夫ふ人じんのパーティにもぐりこむために、おかかえのシェフになろうとたくらんでるようです。そうすれば、パーティの料りょう理りを味あじ見みしほうだいですからね」

「味あじ見み……しほうだい……？」

　デデデ大だい王おうは、うっとりしてヨダレをたらしそうになったが、ハッとして口くち元もとをぬぐった。

「カービィが野の原はらで作つくってるのは、オリジナルレシピのケーキなんです。パフェスキー夫ふ人じんに気きに入いられて、シェフになろうって計けい画かくを立たててるんです」

「そして、味あじ見みしほうだいというわけか……くっ、悪わる知ぢ恵えのはたらくやつだ！　うらやましい……いや、こざかしい計けい画かくを立たておって！」

「大だい王おう様さまも、オリジナル料りょう理りを考かんがえて、パフェスキー夫ふ人じんに売うりこんでみたらどうでしょう？　そうすれば、招しょう待たい状じょうなんかなくたって、お屋や敷しきのキッチンに堂どう々どうと入はいれます。味あじ見みだって、しほうだいです！」

「ば……ばかもーんっ！」

　デデデ大だい王おうは真まっ赤かになって、こぶしを振ふり上あげた。ワドルディはあわてて壁かべぎわに避ひ難なんした。

「オレ様さまはプププランドの偉い大だいなる支し配はい者しゃ・デデデ大だい王おう様さまだぞ！　他た人にんのために料りょう理りなんか作つくるわけないだろう！」

「は、はい！　ごめんなさい！」

「ワドルディ、おまえが料りょう理りを作つくれ」

「え？」

「おまえがパフェスキー夫ふ人じんのシェフになるんだ。そしてオレ様さまをお屋や敷しきのキッチンに招まねけ。山やまほどの料りょう理りを、オレ様さまが味あじ見みしてやる！　おお、カンペキだ！　なんという天てん才さい的てきな思おもいつき！」

　……ようするに、裏うら口ぐちからこっそり入はいりこんで、料りょう理りをただ食ぐいしようというつもりらしい。偉い大だいなる支し配はい者しゃにしては、考かんがえることがあまりにもセコい。

　ワドルディは困こまってしまった。カービィといっしょなら、料りょう理りを考かんがえるのも楽たのしいけれど、デデデ大だい王おうの命めい令れいとなると話はなしが別べつ。シェフに選えらばれなかったら、デデデ大だい王おうは怒いかりをワドルディにぶつけるに決きまっている。

「ぼくは、料りょう理りなんてできません……こういうことは、やっぱりプロに頼たのむほうがいいんじゃないでしょうか？」

「プロ？」

「料りょう理りのプロです。たとえば、コックカワサキとか……」

　コックカワサキは、プププランドでいちばんの腕うでをほこる料りょう理り人にん。

　どんな食しょく材ざいでもおいしい料りょう理りに仕し立たててしまう、まさにプロ中ちゅうのプロ！

　デデデ大だい王おうは、「……なるほどな」とうなずき、手てをポンとたたいた。

「さえてるぞ、ワドルディ。よーし、コックカワサキを呼よんでこい！」

「はーい！」

　ワドルディはホッとして城しろを飛とび出だした。




　めざすはコックカワサキのレストラン。

　しかし、店みせの扉とびらは閉とざされていた。ドアに「しばらくお休やすみします」という貼はり紙がみがしてある。

「あれ……？　どうしたんだろう。コックカワサキ、病びょう気きかなあ？」
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　ワドルディが店みせの前まえで首くびをかしげているところへ、パタパタと羽は音おとが聞きこえてきた。

　まるいからだに、ミツバチのようなすきとおった羽はね。プププランドの住じゅう民みんの一人ひとり、ブロントバートだった。
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　ブロントバートは、ワドルディの頭あたまの上うえをパタパタ飛とび回まわりながら、声こえをかけてきた。

「よう、ワドルディ。食しょく事じに来きたのかい？　あいにくだな、コックカワサキはいないぜ」

「どうしたの？　病びょう気き？」

「いや、そうじゃない。西にしのはずれに、パフェスキー夫ふ人じんってやつが引ひっ越こしてきたの、知しってるか？」

「うん、もちろん」

「コックカワサキは、そいつに招まねかれて出でかけていったんだ。お屋や敷しきの専せん属ぞくシェフになるんだってさ」

　なんと、一ひと足あし遅おそかった。

　考かんがえてみたら、コックカワサキはプププランドでいちばんの料りょう理り人にんなのだから、グルメなパフェスキー夫ふ人じんが真まっ先さきに目めをつけるのは当とう然ぜんのこと。

「もう何なん日にちも前まえから、レストランは閉しめっぱなしなんだ」

「そうだったんだ……」

「よほど、パフェスキーってやつに気きに入いられてるんだろうな。ひょっとしたら、このまま店みせをやめちまうつもりかもな」

「それは残ざん念ねんだね」

「まったくだ。オレもコックカワサキの料りょう理りのファンだったから、悲かなしいぜ」

　ブロントバートはパタパタ羽は音おとを立たてて、飛とび去さっていった。
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　コックカワサキを頼たよれないとなると、代かわりの料りょう理り人にんを探さがさなくてはならない。

　でも、コックカワサキ以い上じょうの料りょう理り人にんなんているはずがない。

（あーあ……デデデ大だい王おう様さま、怒いかりくるうだろうなあ……）

　そう思おもうと、ワドルディの足あし取どりは重おもくなった。

「ただいま戻もどりましたぁ……」

「お、早はやかったじゃないか、ワドルディ。コックカワサキはどうした？」

「それが……」

　ワドルディがしょんぼりと報ほう告こくすると、デデデ大だい王おうは腕うでを組くんで「うーむ」とうなった。

「まったく腹はらが立たつわい！　パフェスキー夫ふ人じんめ、招しょう待たい状じょうは出だし忘わすれるわ、コックカワサキはひとり占じめするわ！　オレ様さまにケンカを売うってるのか！　まことに、けしからん！」

「は、はい。けしからんです」

「きっと今いまごろ、パフェスキー家けのお屋や敷しきではコックカワサキが料りょう理りを作つくってるんだろうなあ。ローストビーフとか、七しち面めん鳥ちょうの丸まる焼やきとか、牛ぎゅうタン塩しお焼やきとか、フィレ肉にくのステーキとか、ハンバーグとか……！」

　大だい王おうの妄もう想そうは、肉にくばっかり。

「うっわー！　腹はらがへってきたー！　なんてナマイキなんだ、パフェスキーめ！　オレ様さまの誕たん生じょう日びだって、そんな豪ごう華かな料りょう理りを作つくらせたことはないっていうのに！」

「大だい王おう様さまの誕たん生じょう日びパーティは、ぼくら部ぶ下かしか出しゅっ席せきしませんもんね……」

「うるさーい！」

　デデデ大だい王おうはワドルディを思おもいっきり蹴け飛とばした。

「あ、そういえば、カービィのやつはどうなっただろう？」

　デデデ大だい王おうは、目めを回まわしているワドルディには目めもくれず、双そう眼がん鏡きょうを手てに取とって窓まど辺べに走はしり寄よった。

「まさか、あいつがシェフになることはないと思おもうが……思おもいたいが……だが、わからんぞ。あのピンク玉だまは、ちっこいくせに油ゆ断だんならんからのう」

　大だい王おうは双そう眼がん鏡きょうを目めに当あて、窓まどの外そとをながめた。

「む……？　あいつめ、ちゃくちゃくと準じゅん備びを進すすめてるぞ！　見みてみろ、ワドルディ」

　デデデ大だい王おうは、ワドルディに双そう眼がん鏡きょうを突つきつけた。

　ワドルディが双そう眼がん鏡きょうをのぞいてみると、広ひろい野の原はらの真まん中なかでいそがしく飛とび回まわっているカービィが見みえた。両りょう手てに大おおきな石いしをかかえて、せっせと積つみ上あげているようだ。

「何なにをしてるんでしょう？」

「火ひの用よう意いをしてるようだぞ」

「火ひ……あ、料りょう理りに使つかうための……」

「うむ。ああやって石いしを積つみ上あげて、かまどを作つくってるんだ。かまどで料りょう理りを焼やき上あげれば、オリジナル料りょう理りの完かん成せいというわけか……」

「やるなあ、カービィ」

　ワドルディは一いっ瞬しゅんだけ感かん心しんしてしまったが、すぐに思おもい出だした。

　かまどの準じゅん備びを整ととのえる手てぎわの良よさは、たいしたものだ。でも、問もん題だいはあの恐きょう怖ふのケーキ……。

（いくらりっぱなかまどを作つくっても、材ざい料りょうがあれじゃなあ……）

　ワドルディは、ボウルの中なかでぶつぶつと泡あわ立だっていたどす黒ぐろい液えき体たいを思おもい出だし、思おもわず「うぇー」となった。

　しかしデデデ大だい王おうは、カービィの恐おそるべきケーキの正しょう体たいを知しらない。キリキリと歯はぎしりをして、どなった。

「ぜったいに、カービィの料りょう理りを完かん成せいさせてはならん！　邪じゃ魔まをしてこい、ワドルディ！　あのかまどを、ぶっこわすんだ！」

「え……ぶっこわすって……」

「あとかたもなく、こなごなにしろ……と言いいたいが」

　デデデ大だい王おうは、ワドルディの小ちいさなからだを見み下おろすと、フンと鼻はなを鳴ならした。

「おまえじゃ、頼たよりにならんなあ。カービィに、とっちめられるに決きまってる」

「は、はい」

「もっと強つよいやつに命めいじなきゃならん。うむ……そうだ、バーニンレオを呼よべ！」

「え……あいつですかあ……」

　ワドルディは、しりごみした。

　バーニンレオは、デデデ大だい王おうに仕つかえる部ぶ下かの一人ひとり。火ひを自じ在ざいにあやつる、とっても強つよい戦せん士し。

　ただ、強つよいことは確たしかなのだけれど、かなりの乱らん暴ぼう者もので、暴あばれ出だしたら手てにおえない。ワドルディは、バーニンレオがちょっとばかり苦にが手てだった。

「今こん回かいの標ひょう的てきは、かまどだからな。火ひのスペシャリストといえば、バーニンレオ。あいつに任まかせるに限かぎる！」

「うーん……でも、バーニンレオはすぐ暴ぼう走そうしちゃうからなあ……」

「つべこべ言いわずに、行いってこーい！」

　デデデ大だい王おうのどなり声ごえが、城しろじゅうにひびき渡わたった。ぐずぐずしていたら、また蹴けっ飛とばされる。

　ワドルディはあわてて、大だい王おうの部へ屋やを飛とび出だした。




「カービィのかまどをぶっこわす？　そいつは、おもしろそうだな！」
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　話はなしを聞きいたバーニンレオは、大おお張はり切きり。ブォーッと炎ほのおをはいたので、ワドルディはあわてて頭あたまを押おさえて床ゆかに伏ふせた。

「そういうことなら、オレに任まかせておけ！　かまどなんて、あとかたもなく燃もやしつくしてやるぜ～！」

「あ、あのね、あんまり張はり切きりすぎないでね。まわりのものまで燃もやしたら、大おお火か事じになっちゃうから……」

「よけいなことを言いうんじゃねえ！　オレの見みせ場ばを邪じゃ魔ましたら、承しょう知ちしねえぜ！」

　バーニンレオはまたしても、ゴォォォッと大おおきな炎ほのおをはいた。

（だ、大だい丈じょう夫ぶかなあ……）

　ワドルディは、気きが気きではなかった。

　バーニンレオが暴ぼう走そうし始はじめたら、誰だれにも止とめられない。カービィのことももちろん心しん配ぱいだし、火ひの始し末まつも気きにかかる。

（カービィがやけどをした時ときのために、消しょう毒どく薬やくと包ほう帯たいを用よう意いしておかなくちゃ。それに、消しょう火か器きも……）

　ワドルディの苦く労ろうはつきない。




　カービィは、石いしを積つみ上あげて作つくったかまどの中なかに、燃ねん料りょうとなる枯かれ木きをくべ終おえたところだった。

「これでよし、と。あとは、火ひをつけるだけ！」

　カービィは満まん足ぞくげにうなずいて、大おおきなマッチを取とり出だした。

　そこへ。

「ちょ──っと待まったぁ！」

　大おお声ごえを上あげて襲おそいかかってきた影かげがある。

　カービィはびっくりして空そらを見み上あげた。

　暴あばれんぼうのバーニンレオが、一いっ直ちょく線せんに飛とびかかってくる。カービィはあわてて跳とび下さがった。

　バーニンレオは、あいさつ代がわりとばかりに、小ちいさな火ひの玉たまをポッポッと吐はき出だした。

　カービィは、飛とんでくる火ひの粉こを振ふり払はらって叫さけんだ。

「何なにをするんだ！」

「デデデ大だい王おう様さまの命めい令れいだ！　そのかまど、ぶっこわせってな！」

　バーニンレオは、からだを大おおきくふくらませた。

　次つぎの瞬しゅん間かん、その口くちからオレンジ色いろの炎ほのおが放はなたれた。

「うわあっ……やめてよ！」

　カービィは悲ひ鳴めいを上あげた。

　かまどはもともと火ひを燃もやすためのものだから、火ひには強つよくできている。でも、バーニンレオの炎ほのおはあまりにも強つよすぎた。

　直ちょく撃げきを受うけたカービィのかまどは、その高こう熱ねつに耐たえきれず、一いっ瞬しゅんにして黒くろこげになってしまった。

　もちろん、くべられていた枯かれ木きは、あとかたもなく燃もえつきた。

「わああ……かまどが……！　せっかく作つくったのにー！」

「はっ、ざまあみろ！」

　バーニンレオはそっくり返かえって笑わらった。

　かまどを破は壊かいした火ひは、またたくまに草くさを焼やいて広ひろがり、周しゅう囲いの木き々ぎにまで燃もえ移うつりそうになった。

　そこへ、くすり箱ばこと消しょう火か器きをかかえたワドルディが駆かけつけてきた。

「カービィ、大だい丈じょう夫ぶ!?　やけどは!?」

「あ、ワドルディ！　ぼくはだいじょーぶだよ！」

「良よかった！」

　ワドルディは消しょう火か剤ざいをまき、燃もえ広ひろがろうとする火ひをなんとか消けし止とめた。

　バーニンレオが、不ふ機き嫌げんそうにどなった。

「よけいなことすんな、ワドルディ！　オレがせっかくつけた火ひを！」

「火か事じになったら、大たい変へんじゃないか」

「消しょう火か器きってやつは、オレの宿しゅく敵てきなんだよ。気きに入いらないぜ……」

　バーニンレオは、うらめしそうにつぶやいたが、ふと何なにか思おもいついたように笑え顔がおになった。

「よーし。ワドルディ、その消しょう火か剤ざいをカービィにぶちまけるんだ！」

「え!?　だめだよ、そんなこと……」

「カービィが持もってるマッチに吹ふっかけろ。そうすれば、もうマッチは使つかい物ものにならねェ」

　カービィはハッとして、マッチを背せ中なかの後うしろにかくした。

　バーニンレオは勝かちほこったように、カービィに詰つめ寄よった。

「かまどもない、マッチもない……となれば、カービィはもう火ひを起おこせねェ。オレの任にん務むは、パーフェクトに完かん了りょうだ！」

「で……でも……それじゃ、カービィが……」

「どうした、ワドルディ？　おまえ、ひょっとしてカービィをかばってるのか？」

　バーニンレオは、疑うたがわしげに目めを細ほそめてワドルディをにらんだ。

　ワドルディは歯はを食くいしばった。友ともだちのカービィを痛いためつけるようなことは、絶ぜつ対たいにしたくない。でも、デデデ大だい王おうに疑うたがわれたら、ただではすまない。

（どうしよう……！）

　そのとき、カービィが小こ声ごえでワドルディにささやいた。

「だいじょーぶ！　心しん配ぱいいらないよ、ワドルディ」

「……カービィ……」

「いい考かんがえがあるから！　消しょう火か器き、ぼくに吹ふきかけてもだいじょーぶ！」

　ワドルディはカービィを振ふり返かえった。

　カービィは、いつもと同おなじ笑え顔がおでうなずいた。

（カービィには、何なにか作さく戦せんがあるんだ……）

　カービィが「だいじょーぶ」と言いったら、ぜったいに「だいじょーぶ」なのだ。これまでだって、いつも、そうだった。

　ワドルディは思おもいきって、消しょう火か器きを構かまえ直なおした。

（ごめんね、カービィ！）

　心こころの中なかでつぶやいて、ワドルディはレバーに手てをかけた。

　なるべくカービィには当あてないように、後うしろに回まわりこんでマッチを狙ねらう。

　思おもいきってレバーを引ひくと、消しょう火か剤ざいが白しろい泡あわになって勢いきおいよく吹ふき出だした。

　マッチはたちまち、消しょう火か剤ざいまみれになってしまった。これではもう、使つかい物ものにならない。

　バーニンレオが、けたたましい笑わらい声ごえを上あげた。

「よぉぉし！　これでもう、マッチもかまども使つかえねェ！　パーフェクトに任にん務む完かん了りょうだぁぁーっ！」

　勝かちほこるバーニンレオは、すきだらけだった。

　それこそ、カービィの狙ねらい通どおり。

　カービィはからだをそらせて、思おもいっきり息いきを吸すいこんだ。

　バーニンレオは、「ん？」と声こえを上あげた。

「なんだ、この風かぜ……台たい風ふう……？　じゃねえぇぇ……わあああっ」

　ワドルディは目めをみはった。

　カービィの大おおきな口くちが、バーニンレオをすっぽり飲のみこんだ!?

「か、カービィ!?」

「ん───っ！」

　カービィは、きゅっと目めをつぶった。

　その頭あたまの上うえに、美うつくしい金きん色いろの炎ほのおがポッと燃もえ上あがった。まるで、輝かがやく王おう冠かんのように。
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　ワドルディは、ハッとした。

「そうか……！　コピー能のう力りょくだね！」

「うん！」

　カービィは目めを大おおきくあけて飛とび上あがり、ポッと火ひの球たまをはいた。

　カービィには、特とく別べつな力ちからがそなわっている。相あい手てを吸すいこんで、その力ちからを自じ分ぶんのものにしてしまう『コピー能のう力りょく』！

（カービィはバーニンレオを吸すいこんだから、『ファイア』のコピー能のう力りょくを使つかえるようになったんだ！）

　カービィは楽たのしそうに、小ちいさな火ひの球たまをいくつもはいた。

「見みて見みて、ワドルディ！　これで、だいじょーぶ！　かまどは壊こわれちゃったけど、自じ由ゆうに火ひをあやつれるようになったから！」

　カービィは、岩いわかげに置おいてあった「超ちょう豪ごう華か☆スイートスペシャルてんこもりカービィケーキ」を引ひっ張ぱり出だしてきた。

　ワドルディは、「……うっ……」と絶ぜっ句くしたきり、言こと葉ばが出でてこない。

　材ざい料りょうもすごかったけれど、巨きょ大だいなケーキ型がたに入いれられた黒くろいかたまりは、もはや食たべ物ものとは思おもえない何なにかに成なり果はてていた。

「う……うう……バターとおしょうゆと納なっ豆とうが混まじったにおいがするぅ……」

「それだけじゃないよ！　バニラエッセンスとシナモンとぬかみそも、たっぷり入はいってるよ！」

「こ、これを焼やくの？」

「うん！　ケーキの土ど台だいのスポンジになるんだ！　焼やき上あがったら、たっぷりトッピングして、ゴージャスなケーキにするんだよ！　トッピングの材ざい料りょうは、これ！」

　カービィが次つぎに引ひっ張ぱり出だしてきたのは、これまたケーキの材ざい料りょうとは思おもえないものばかりだった。

「か……カービィ……これをケーキにのせるの……？」

「うん！　ワドルディも手て伝つだってね！」

「な、なんで、とりのからあげ……？」

「おいしそうでしょー！」

「シューマイと、ギョーザと、たくあん……」

「よだれが出でちゃうでしょ！　あと、ソーセージと、ちくわと、まぐろの切きり身み！　その上うえから、生なまクリームとイチゴジャムをたっぷりかけるんだー！」

「うっ……」

　ワドルディは頭あたまをおさえて、つっぷしてしまった。

「どうしたの、ワドルディ？　あ、わかった。すごく、おなかすいてるんだね？　待まっててね、すぐ焼やき上あがるからねー！」
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　カービィは、ケーキ型がたに向むかって胸むねを張はると、口くちを大おおきくあけて炎ほのおを吹ふき出だした。

　こんがり焼やきたいところは、強つよい火ひで。じっくり焼やきたいところは、弱よわい火ひで。細こまかいところまで焼やき残のこさないように、ていねいに。

　ワドルディは、その手てぎわの良よさに感かん心しんした。

（やっぱり、カービィはすごいや……。コピーしたばかりの力ちからを、カンペキに使つかいこなしちゃうんだから。ああ……でも、もったいないよー！）

　ため息いきが出でてくる。

（せっかく、火ひ加か減げんはカンペキなのに、材ざい料りょうがひどすぎる。やっぱり、ケーキの材ざい料りょうは、ぼくがそろえれば良よかったなあ。カービィには、焼やくところだけ任まかせておけば良よかったんだ……）

　後こう悔かいしても、もう遅おそい。

　ケーキの土ど台だいを焼やき上あげると、カービィはトッピングを次つぎ々つぎにかざりつけていった。とりのからあげ、ギョーザ、シューマイ、生なまクリーム……。

「ワドルディも手て伝つだっていいんだよ？　好すきなものをトッピングしてねー！」

「う……ううん。ぼく、料りょう理りのセンスないから……」

「えんりょしなくていいのに！　じゃ、そこで見みててね！」

　カービィは、からあげとか、ちくわとか、まぐろとか、その他ほかいろいろなものをケーキにかざりつけ、その上うえからたっぷりイチゴジャムやハチミツをかけた。

「んー！　おいしそうっ！」

　カービィは、うれしそうに、くるんくるんと何なん度ども宙ちゅう返がえりをした。

「すごい！　これは、歴れき史しに残のこるケーキかも！」

「う……うん。残のこるかも……いろんな意い味みで」

「ぼく、ひょっとしたら、天てん才さいパティシエなのかな!?　修しゅ業ぎょうしたこともないのに、生うまれつきの才さい能のうなのかな!?　やだ、自じ分ぶんの才さい能のうがこわすぎるー！」

「う……うん……こわいかも」

　ひょっとしたら、カービィとデデデ大だい王おうって、性せい格かく似にてるんじゃ……と思おもいながら、ワドルディはうなだれた。

「これならきっと、パフェスキーさんのお屋や敷しきのシェフになれるよねっ！」

「う……うん。なれると、いいね」

「さっそく、試し食しょくしてみなくちゃ。ワドルディも、どうぞ」

　カービィは、特とく大だいのスプーンをワドルディに渡わたした。

　ワドルディの顔かおが、引ひきつった。

「ぼ、ぼくも食たべるの？」

「もちろん！　これは、ぼくとワドルディの友ゆう情じょうのケーキだから！」

「あ、ありがと……でも、これはカービィが作つくったんだから。カービィからお先さきにどうぞ」

「えんりょしなくていいよ。ワドルディ、食たべて食たべて」

「カービィのあとでいいんだ、ぼくは！」

　ワドルディは、必ひっ死しに顔かおをそむけた。

　カービィは、首くびをかしげた。

「そう？　じゃ、ごめんね。ぼくが先さきに試し食しょくしちゃうよ」

「うん、どうぞ！」

「いただきまーす！」

　カービィはスプーン山やま盛もりにケーキをすくって、ぱくっと一ひと口くちで飲のみこんだ。

　ワドルディは、かたずをのんで見み守まもった。

　にこにこと楽たのしげだったカービィの顔かおが……突とつ然ぜん、引ひきつった。

　ピンク色いろの顔かおが、サーッとむらさき色いろに染そまる。

　ワドルディはあせって叫さけんだ。

「カービィ！　大だい丈じょう夫ぶ!?」

「ん……んぐ……ぐぐ……！」

　カービィは飛とび上あがり、とびきり大おおきな火ひの球たまを吐はいた。

「うわっ、あぶない！」

「うぁぁぁ！　ひゃぁぁぁ！」

　カービィは悲ひ鳴めいを上あげながら、飛とぶように走はしり出だした。

　ワドルディは、その後あとを追おいかけた。

「待まって、カービィ！　大だい丈じょう夫ぶ!?」

　カービィの行ゆく手てに、大おおきな石いし！

「あぶない、気きをつけてっ！」

　ワドルディが叫さけんだけれど、間まに合あわない。カービィは石いしにつまずいて、ポーンと大おおきくはねた。

　地じ面めんに激げき突とつすると同どう時じに、カービィの頭ず上じょうに輝かがやいていた炎ほのおの王おう冠かんがはずれて、たちまちバーニンレオのすがたに戻もどった。

「こ、このやろ～！　おぼえてろっ！　次つぎは、ぜったい負まけないからな！」

　バーニンレオは、転ころげるように逃にげていってしまった。

　ワドルディは、あっけにとられてバーニンレオを見み送おくったが、ハッと気きづいてカービィに向むき直なおった。

　カービィは、ぐったりと草くさの上うえに横よこたわっている。勇いさましい炎ほのおの王おう冠かんが消きえたあとは、すっかり、いつものカービィに戻もどっている。

「カービィ！　大だい丈じょう夫ぶ!?」

「う……うん……」

　カービィは、ヨロヨロしながら起おき上あがった。

「本ほん当とうに大だい丈じょう夫ぶ？　頭あたまの上うえの炎ほのおの冠かんむりがなくなっちゃったよ……？」

「コピー能のう力りょくは、ダメージを受うけるとはずれて、使つかえなくなっちゃうんだ」

「じゃあ、『ファイア』のコピー能のう力りょくが……？」

「バーニンレオに戻もどったんだよ。でも、いいんだ」

　カービィは、ぷるぷるっと首くびを振ふった。

「もう、火ひはいらないから。料りょう理りはこりごり！　ぼく、料りょう理り人にんにはなれないや」

「そんな……」

「やっぱり、作つくるより食たべるほうがいいよ！」

「……そうかぁ」

　ワドルディは、ホッとしたような、がっかりしたような、複ふく雑ざつな気き持もちになった。

　ケーキの出で来きはひどいものだったけれど、あんなに張はり切きっていたカービィの努ど力りょくがむだになってしまったのは、残ざん念ねんでならなかった。

　それに、もちろん、パフェスキー夫ふ人じんのお屋や敷しきにもぐりこむ作さく戦せんが失しっ敗ぱいしてしまったことも。

　カービィは、しょんぼりとして言いった。

「……パーティ、行いけないね」

「……うん」

「行いってみたかったなぁ……」

「……きっと、またチャンスがあるよ」

　ワドルディとカービィは手てをつないで、いっしょにため息いきをついた。

　と、その時ときだった。

　かすかに、上じょう空くうからふしぎな音おとが聞きこえた気きがして、ワドルディは空そらを見み上あげてみた。

　青あおい空そらに、黒くろく小ちいさな点てんが見みえた。それは、ぐんぐん大おおきさを増まして近ちかづいてきた。

「あ……あれ！　カービィ、見みて！」

「え？」

「何なんだろう!?」

「飛ひ行こう船せん……みたい……？」

　カービィの言いう通とおりだった。

　それは、最さい初しょは小ちいさな点てんにしか見みえなかったけれど、今いまやはっきり姿すがたをとらえられるくらい近ちかづいていた。銀ぎん色いろに輝かがやく飛ひ行こう船せんだ。

　飛ひ行こう船せんは少すこしずつ高こう度どを下さげている。

　この近ちかくに着ちゃく陸りくするようだ。

「あれは、ひょっとして……！」

　カービィとワドルディは、飛ひ行こう船せんの着ちゃく陸りく地ち点てんに向むけて駆かけ出だした。
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　飛ひ行こう船せんは、野の原はらの真まん中なかに、ふわりと優ゆう雅がに着ちゃく陸りくしていた。

　カービィとワドルディが見み守まもる前まえで、入いり口ぐちの扉とびらが音おともなく開ひらいた。

　そこに姿すがたを現あらわしたのは……。

　カービィが叫さけんだ。

「やっぱり！　メタナイトだー！」

「カービィ。そして、ワドルディも。久ひさしいな」
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　飛ひ行こう船せんの持もち主ぬし──メタナイトは、二人ふたりに軽かるくうなずきかけて、ゆっくりとタラップを降おりてきた。

　メタナイトは、素す顔がおを仮か面めんに隠かくした、謎なぞめいた剣けん士し。素す顔がおばかりか、出しゅっ身しん地ちも過か去こも、だれにも知しられていない。

　卑ひ怯きょうな行おこないを嫌きらう紳しん士しではあるが、自じ分ぶんの目もく的てきを遂すい行こうするためなら、時ときにあのデデデ大だい王おうとも手てを組くんでしまったりする──ようするに、信しん条じょうも本ほん心しんも、すべてが謎なぞにつつまれた剣けん士しなのだ。

　ふだん、彼かれがどこに住すんでいるのかも、だれも知しらない。時ときおり、ふと思おもい出だしたように、このプププランドに現あらわれる。

　今いま、彼かれがやってきたということは……ひょっとして、事じ件けんの前ぜん兆ちょうかも……!?

　ワドルディが、緊きん張ちょうしながらたずねた。

「メタナイト様さま……プププランドに、何なにかご用ようですか？」

　メタナイトは、気き軽がるな調ちょう子しで答こたえた。

「ああ。パーティの招しょう待たい状じょうをもらったのでね」

　招しょう待たい状じょう……！

　その言こと葉ばに、カービィもワドルディも、ピクッと反はん応のうした。

「それって……まさか……！」

「君きみたち、知しっているかな？　最さい近きん、プププランドに引ひっ越こしてきたパフェスキー夫ふ人じんという人じん物ぶつの、誕たん生じょう日びパーティなんだが……」

「やっぱり！」

　カービィとワドルディは同どう時じに叫さけんで、メタナイトに飛とびついた。

　メタナイトは驚おどろいて、よろけそうになった。

「な……どうした……!?」

「メタナイトってば！　パフェスキー夫ふ人じんと友ともだちだったのー!?」

「い、いや。友ともだちというわけではないが。以い前ぜん、別べつのパーティで顔かおを合あわせたことがあって……それで招しょう待たいされただけだ」

「招しょう待たい状じょう、見みせて見みせてー！」

「と、飛とびつくな、カービィ！」

　メタナイトはカービィをたしなめ、一いっ通つうの封ふう書しょを見みせた。

「これだ」

「わーっ！　これ本ほん物ものーっ!?」

「当あたり前まえだ」

　カービィとワドルディは、封ふう筒とうから招しょう待たい状じょうを取とり出だして、じっくりながめた。

「ほんとだ……ちゃんと書かいてある。『わたくしの誕たん生じょう日びパーティに、どうぞお越こしくださいませ。心こころよりお待まちしております』……だって！」

「わああああん！　いいなあ、いいなあ、メタナイトったらー！」

「飛とびつくなというのに！」

　メタナイトは、カービィとワドルディをかわして、招しょう待たい状じょうをしまった。

「どうしたことだ？　この騒さわぎは」

「だって、ぼくもパーティに行いきたいんだよ！　でも、招しょう待たい状じょうが来こないから、行いけないんだ！」

「パーティに……行いきたい？」

「うん！　もちろん！」

　ワドルディも、カービィに負まけずに声こえを張はり上あげた。

「デデデ大だい王おう様さまだって、招しょう待たい状じょうを待まっているんです！　いつ届とどくかって、楽たのしみにしてて……なのに！」

「そうか」

　メタナイトは事じ情じょうをさとって、うなずいた。

「実じつは、私わたしも困こまっていてね」

「困こまる？　何なにを？」

「この招しょう待たい状じょうには、パートナーといっしょに来きてほしいと書かいてあるんだ。夜よどおし、ダンスをするそうじゃないか。だから、パートナーが必ひつ要ようなんだ。だが、私わたしには伴ともなうような相あい手てがいない」

　メタナイトは両りょう手てを広ひろげ、首くびを振ふった。

「パートナーが見みつからないから一人ひとりで出しゅっ席せきしたいが、かまわないかと問とい合あわせようと思おもっていたんだ」

「……パートナー……！」

　カービィは、ぴょーんと飛とび上あがった。
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「ぼくがパートナーになるよー！　連つれてってよ、メタナイト！」

「う……うむ。それは構かまわない……が……ダンスパーティだぞ？　カービィ、踊おどれるのか？」

「踊おどれるよー！　ぼく、盆ぼん踊おどり得とく意いだよー！」

「いや、盆ぼん踊おどりではない。ワルツとか、タンゴなどを踊おどれなければ……」

「ワッフル？　だんご？　うん、ワッフルもおだんごも、大だい好すきー！」

「ちがう……ちがうぞ、カービィ」

　メタナイトは、カービィの勢いきおいに圧あっ倒とうされている。

　ワドルディが、おずおずと言いった。

「あの、メタナイト様さま……」

「どうした、ワドルディ？」

「デデデ大だい王おう様さまも、心こころ待まちにしてるんです。その……招しょう待たい状じょうを」

「……ふむ？」

「パートナーとして、連つれて行いってあげてくれませんか？　カービィと大だい王おう様さまを、いっしょに」

　自じ分ぶん勝かっ手てで気きまぐれなデデデ大だい王おうだけれど、ワドルディにとっては大だい事じな主しゅ君くん。

　できることなら、その夢ゆめをかなえてあげたい。

　メタナイトは腕うでを組くみ、「うむ……」と、うなった。

「そうしたいのはやまやまだが、パートナーは一人ひとりと決きまっているのだ。カービィかデデデ、どちらかを選えらばねばならん」

　ワドルディは、ちらっとカービィを見みた。

　カービィは、キリッとした表ひょう情じょうで口くちを引ひき結むすんでいた。

　いつもは気きのいいカービィだが、食たべ物ものがからむと、がんこ一いっ徹てつ。ぜったいに後あとへは引ひかないという決けつ意いをみなぎらせている。

（この様よう子すじゃ、ゆずってくれそうにないなあ……）

　ワドルディは考かんがえこんでしまった。

　カービィはいちばんの友ともだちだし、デデデ大だい王おうは大だい事じな主しゅ君くん。

　どちらの願ねがいも、かなえてあげたいものだが……。

　メタナイトが言いった。

「ともかく、デデデ大だい王おうに会あいに行いくとしよう。彼かれの意い見けんを聞きいた上うえで決きめようではないか」

「えー……」

　カービィは不ふ服ふくそうな顔かおになった。

「デデデ大だい王おうなんか連つれて行いったら、きっとパーティをぶちこわしちゃうよ。ぼくのほうが、いいと思おもうけどな……」

「こういうことは、公こう平へいに決きめないと。さ、行いくぞ」

　メタナイトは、さっとマントをひるがえした。




　デデデ城じょうは、大おお揺ゆれだった。

　バーニンレオの報ほう告こくを聞きいたデデデ大だい王おうが、怒いかりくるって飛とび回まわっているからである。

「くっそー！　カービィのやつめ！　なんという、にくたらしいヤツなんだーっ！」

「まったくです……」

　バーニンレオが、うっすらとなみだを浮うかべてうったえた。

「あいつ、本ほん当とうにひどいんです！　オレのファイアの力ちからを利り用ようしやがってぇ……うああああっ」

「泣なくな、うっとうしい！　おまえが悪わるいんじゃーっ！　この役やく立たたずがっ！」

　デデデ大だい王おうは、腹はら立だちまぎれにバーニンレオを蹴け飛とばした。

　ちょうど、メタナイトを先せん頭とうに、カービィやワドルディが部へ屋やに入はいろうとするところだった。

　メタナイトは、飛とんできたバーニンレオを軽かるくかわし、優ゆう雅がにあいさつをした。

「やあ、久ひさしぶりだな、デデデ大だい王おう。あいかわらず元げん気きそうで、何なによりだ」

「む……？　メタナイトか。何なにか用ようか……」

　言いいかけて、大だい王おうはメタナイトの後うしろにいるカービィに気きづいた。

　大だい王おうの形ぎょう相そうが変かわった。

「カァァァァビィィィィィ──！　何なにをしにきた!?　そうか、このデデデ城じょうを破は壊かいしにきたんだな！　そうはさせん、オレ様さまが相あい手てだ──！」

「おちつけ、大だい王おう。カービィは関かん係けいない。君きみに用ようがあるのは、この私わたしだ」

「なんだと……？」

「ある女じょ性せいの、誕たん生じょう日びパーティのことなんだ」

　メタナイトは、招しょう待たい状じょうを取とり出だした。

　デデデ大だい王おうは、食くい入いるように招しょう待たい状じょうを見みつめた。

「そ、それはまさか……！　パフェスキーの……！」
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「そうだ。君きみはパフェスキー夫ふ人じんを知しっているのか？」

「会あったことはない。デデデ湖このほとりに、これみよがしに大おおきな屋や敷しきを建たてたという話はなしは聞きいているが……」

「……デデデ湖こだって？」

　メタナイトは、けげんそうに聞ききとがめた。

「たしか、パフェスキー夫ふ人じんの屋や敷しきは、西にしのはずれの湖みずうみの近ちかくだと聞きいているが……？」

「そうだ。その湖みずうみを、デデデ湖こというんだ」

「……初はつ耳みみだ」

「プププランドでは、常じょう識しきだ！　見みよ！」

　デデデ大だい王おうは、壁かべにはってある大おおきな地ち図ずを示しめした。

　メタナイトは地ち図ずに近ちかづいて、書かかれている地ち名めいを読よみ上あげた。

「デデデ山やま、デデデ湖こ、デデデ川がわ、デデデ谷だに、デデデ平へい野や……あっちもこっちも、デデデだらけだな」

「はっはっは！　当あたり前まえだ。オレ様さまがこのプププランドの偉い大だいなる支し配はい者しゃだからな！」

「……元もとの地ち名めいを全ぜん部ぶ消けして書かき直なおしてある」

「うるさい！　地ち名めいなど、どうでもいい。問もん題だいはその招しょう待たい状じょうだ」

　デデデ大だい王おうは、うらやましげにメタナイトを見みつめて、うろうろ歩あるき回まわった。

「なぜ、きさまのもとに招しょう待たい状じょうが届とどいて、オレ様さまに届とどかないのだ？　やはり郵ゆう便びん屋やの手て抜ぬきか……住じゅう所しょの書かきまちがいか……ううむ……」

「そのことで、一つ提てい案あんがあるんだ。パーティに出しゅっ席せきするために、パートナーが必ひつ要ようなんだが、私わたしには適てき当とうな相あい手てがいない」

「……パートナーだと？」

「ああ。そこで、カービィか君きみのどちらかに、いっしょに行いってほしいんだが……」

　デデデ大だい王おうは、ぴたりと足あしを止とめた。

「オレ様さまに、いっしょにパーティに行いってほしい……というのか？」

「まだ、君きみと決きめたわけではない。君きみかカービィか、どちらかだ」

「ふざけるなぁぁ！」

　デデデ大だい王おうは、顔かおを真まっ赤かにしてどなった。

　メタナイトは、あきれたように首くびを振ふった。

「私わたしはふざけてなどいないのだが。私わたしのパートナーでは不ふ服ふくか？　なるほど、君きみはプライドが高たかいからな。では、仕し方かたない。この話はなしは忘わすれてくれ。パートナーはカービィに決きめよう」

「わーい！」

　カービィは喜よろこんで飛とび回まわった。

　部へ屋やを出でて行いこうとするメタナイトを、デデデ大だい王おうはあわてて引ひき止とめた。

「ち、ちがう！　そうじゃない。オレ様さまかカービィかで迷まようなんて、ふざけていると言いいたかったのだ。オレ様さまのほうが、ふさわしいに決きまってるだろう！」

「……ほう？」

　メタナイトは足あしを止とめて、デデデ大だい王おうに向むき直なおった。

「では、私わたしのパートナーになる気きはあるのだな」

「お、おう。どうしてもと言いうなら、仕し方かたない。パートナーとして、いっしょに行いってやる！」

「……別べつに、どうしてもとは言いっていないが……」

「カービィなんぞを連つれて行いったら、赤あかっ恥ぱじをかくぞ！　何なにしろ、そいつは礼れい儀ぎ知しらずで、下げ品ひんで、信しんじられないくらい食くい意い地じが張はってるからな！」

「どっちが!?　デデデ大だい王おうこそ、食くい意い地じのかたまりじゃないか！」

　カービィは負まけずに言いい返かえした。

　メタナイトは「どっちもどっちだが……」とつぶやき、にらみ合あう二人ふたりの間あいだに割わって入はいった。

「待まて、こんなことで争あらそうな。ここは、公こう平へいに決きめよう」

「どうやって!?」

「そうだな……たとえば、ジャンケンとか」

　デデデ大だい王おうは、「はっ」と馬ば鹿かにしたように笑わらった。

「ジャンケンなんて、子こどもっぽいわい。男おとこなら、実じつ力りょく勝しょう負ぶだ！」

「いいよ！　望のぞむところだっ！」

　今いまにも戦たたかいを始はじめそうな二人ふたりを、メタナイトはため息いきまじりに止とめた。

「待まてというのに。つまらぬ争あらそいは、私わたしの望のぞむところではない。ジャンケンが不ふ服ふくだというなら、もう君きみたちには頼たのまない」

「えっ!?」

「他ほかのパートナーを探さがすことにする。さらばだ」

「ま、待まって！」

　カービィとデデデ大だい王おうは、あわててメタナイトに取とりすがった。

「ぼく、ジャンケン大だい好すきー！　ジャンケン、さいこー！」

「オ、オレ様さまもだ！　ジャンケンばんざーい！　ばんざーい！」

「……では、さっさと始はじめてくれ」

　カービィとデデデ大だい王おうは、間ま合あいを取とって、にらみ合あった。

「……行いくぞ、カービィ」

「……負まけないぞ！」

「では……ジャン……ケン……！」

「待まて」

　メタナイトが、静しずかに間あいだに入はいった。

　デデデ大だい王おうが不ふ満まんをぶちまけた。

「なんだというのだ。邪じゃ魔まをするな、メタナイト」

「なぜ、ジャンケン勝しょう負ぶなのに背せ中なかにハンマーを隠かくし持もっているんだ、デデデ大だい王おう」

「え？　あ？　こ、これは……！」

　デデデ大だい王おうは、あせるあまり、隠かくしていたハンマーを取とり落おとしてしまい、しどろもどろに言いい訳わけをした。

「オレ様さまのお守まもりなのだ！　これがないとジャンケンに勝かてないのだ！」

「ウソつきー！　ぼくをなぐるつもりだったんだな。ずるいぞ、デデデ大だい王おう！」

　そう叫さけんだカービィに、メタナイトは冷れい静せいに告つげた。

「そういうカービィも同おなじことだ。今いま、思おもいきり『吸すいこみ』の体たい勢せいに入はいっていたぞ」

「……え？　そ……そう？　深しん呼こ吸きゅうしてただけなんだけど……」

　カービィは、都つ合ごうが悪わるいのをごまかそうと、フンフンと鼻はな歌うたを歌うたった。

　メタナイトはため息いきをついた。

「まったく。ジャンケンぐらい、まともにできないのか、君きみたちは」

「できる……よ……たぶん」

「信しん用ようならんな」

　そのとき、部へ屋やのすみで見み守まもっていたワドルディが、おずおずと口くちを開ひらいた。

「あの……ぼく、考かんがえたんですけど……」

「うん？　なんだ、ワドルディ」

「大だい王おう様さまもカービィも、どっちもパーティに行いきたいんだから……一人ひとりにしぼるのは、かわいそうだと思おもいます」

「だが、パートナーは一人ひとりと決きまっているんだ」

「はい。そこで、考かんがえたんですけど……」

「あ！　わかったー！」

　カービィが飛とび上あがった。

「ぼくとデデデ大だい王おうがいっしょに行いけばいいんだ！　メタナイトはお留る守す番ばん！」

「おおっ？　カービィのくせに、いい考かんがえじゃないか。賛さん成せい、賛さん成せい！」

「わーい！」

　カービィとデデデ大だい王おうは、いつものいがみ合あいを忘わすれて、手てを取とり合あって喜よろこんだ。

　メタナイトが、首くびを振ふった。

「──招しょう待たい状じょうを受うけ取とったのは私わたしだ。私わたしが行いかぬのでは、話はなしにならない」

「でもさあ……」

「でも、ではない。ワドルディの考かんがえを、最さい後ごまで聞きこうではないか」

　うながされて、ワドルディは恥はずかしそうに提てい案あんした。

「大だい王おう様さまとカービィが、二人ふたりで一役やくをしたらいいんじゃないでしょうか？」

「二人ふたり……一役やく？」

「はい。大だい王おう様さまは大おおきいし、カービィは小ちいさいから。大だい王おう様さまの上うえにカービィが乗のって、服ふくやマントでうまく隠かくせば、一人ひとりに見みえると思おもうんです」

「二人ふたり一役やく……か」

　メタナイトは、カービィとデデデ大だい王おうを振ふり返かえり、二人ふたりの頭あたまのてっぺんからつま先さきまで、じっくりとながめた。

「なるほどな。良よい考かんがえかもしれん」

　カービィとデデデ大だい王おうは、顔かおを見み合あわせた。

　二人ふたりとも、どんなことになるのか、想そう像ぞうもつかずにいる。

　メタナイトが言いった。

「試ためしてみよう。カービィ、デデデ大だい王おうの上うえに乗のってみてくれ」

「……えー……」

「イヤなら、パーティには連つれて行いけないが……」

「わかったよー！　やってみるよ」

　カービィはピョンとはずんで、デデデ大だい王おうの頭あたまの上うえに跳とび乗のった。

　たちまち、大だい王おうが顔かおをしかめる。

「なぜ、このオレ様さまが、きさまの踏ふみ台だいにならねばならんのだー！」

「イヤなら、パーティには……」

「わかったわかった！　文もん句くはないわい！」

「ワドルディ、すまないが、大だい王おうのマントを持もってきてくれ」

「はい！」

　ワドルディはデデデ大だい王おうのクローゼットから、ゴージャスなマントを持もち出だしてきた。

　メタナイトは、デデデ大だい王おうとカービィをおおうように、マントをはおらせた。

　大だい王おうの顔かおと身体からだはすっぽり隠かくれ、カービィの顔かおだけがのぞいている。
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「ふむ、なかなか良よい感かんじだ。これなら、一人ひとりに見みえる」

　デデデ大だい王おうが文もん句くを言いった。

「息いき苦ぐるしいぞ！」

「マントを少すこしゆるめよう。これで、どうだ？」

「うむ……まあ、なんとかがまんできそうだ」

「ところでデデデ大だい王おう、君きみはダンスが得とく意いか？」

「む？　ダンスだと？」

「ああ。パフェスキー夫ふ人じんのパーティでは、夜よどおしダンスをするのだそうだ。私わたしは好すきではないが、せめて一曲きょくは踊おどらないと、失しつ礼れいにあたる」

「ははは、オレ様さまにまかせろ！　ダンスなら、得とく意い中ちゅうの得とく意いだ！」

　デデデ大だい王おうはそう叫さけぶと、いきなり踊おどり始はじめた。

　腰こしをふりふり、ドタドタと左さ右ゆうに飛とび回まわり、時とき々どき「キャホー！　デデデ・ダーンス！」と奇き声せいを発はっしている。

　大だい王おうの頭あたまの上うえに乗のっているカービィが、悲ひ鳴めいを上あげた。

「ちょ、ちょっと、やめてよー！　落おちちゃうよー！」

　メタナイトはあっけにとられていたが、カービィの声こえでわれに返かえった。

「やめたまえ、デデデ大だい王おう。私わたしが求もとめているのは、そういうダンスではない」

「……なんだと？」

「もっと優ゆう雅がで上じょう品ひんに踊おどれないものか？」

「え？　すごく優ゆう雅がで上じょう品ひんだっただろうが」

「どこが……このままでは、私わたしが恥はじをかく。ワルツの練れん習しゅうぐらいしておこう」

　メタナイトはふわりと飛とび上あがり、デデデ大だい王おうの手てを取とった。

「手てをつないで踊おどるのか？」

「もちろん。ワルツだからな」

「男おとこ同どう士しだと、変へんじゃないかな？」

「……ふむ。言いわれてみれば、そうだな」

　メタナイトは考かんがえこんだ。

「うっかりしていた。ダンスは普ふ通つう、男だん女じょのペアで踊おどるものだ……女じょ装そうでごまかすしかないか……」

　カービィが、目めを丸まるくした。

「えー？　じゃあ、メタナイトが女じょ装そうするの？　わあ、見みたい見みたーい！」

「私わたしではない！　女じょ性せいの役やくは、君きみたちがやるんだ」

「ぼくたちが？」

「オレ様さまが……女じょ装そう……だと……？」

　デデデ大だい王おうは、声こえをふるわせた。

「うむ。いやだろうが、仕し方かたないのだ。がまんしてくれ」

「おお！　いやでいやでたまらんが、がまんしてやるー！」

「……デデデ大だい王おう？　声こえがイキイキしているぞ……？」

「気きのせいだ！　ああ、いやでたまらん！　ワドルディ、何なにをしとるんだ！　さっさと衣い装しょうを持もってこい！　そうそう、化け粧しょう品ひんもな！」

「は、はいっ！」

　ワドルディは再ふたたび大だい王おうのクローゼットを開ひらき、何なん着ちゃくかの衣い装しょうをかかえてきた。

「どれにしましょうか……？」

「ばかもん、もっとフリルいっぱいのドレスがあっただろうが！　ピンク色いろで、大おおきなリボンがついてるやつ！　あれだ！」

「は、はいっ！」

「デデデ大だい王おう……」

　メタナイトは、恐おそれおののいて言いった。

「なぜ、そんなドレスを持もっているんだ？　しかも、化け粧しょう品ひんまで……？」

「大だい王おうたるもの、どんな場ば合あいもあわてないように、つねに準じゅん備びを万ばん全ぜんにしているものなのだ！」

「な、なるほど……」

　デデデ大だい王おうはマントをぬぎ捨すて、ワドルディが持もってきたフリルいっぱいのドレスに着き替がえた。

「ちょっとキツいな。ドレスが縮ちぢんでしまったようだ」

「いや、君きみがふくらんだのだと思おもうが……」

「何なにか言いったか？」

「いや、別べつに」

「どうだ、似に合あうだろう！」

　デデデ大だい王おうは鏡かがみに走はしり寄より、全ぜん身しんを映うつしてうっとりした。

　大だい王おうの頭あたまの上うえのカービィは、「うぇー」と叫さけんで、転ころがり落おちそうになった。

「ひ、ひどーい……気き持もち悪わるーい……」

「だまれ、カービィ！　きさまには、この美うつくしさがわからんのだ。さ、次つぎはメイク、メイクと」

「待まて、デデデ大だい王おう」

　メタナイトが止とめた。

「君きみが化け粧しょうをしてどうする。君きみの顔かおは隠かくすんだ。おもてに出でるのは、カービィの顔かおだぞ」

「……む？」

「化け粧しょうをするなら、カービィにしなくては」

「えー!?　ぼくが、お化け粧しょうするの!?」

　カービィは、おどろいて叫さけんだ。

「お化け粧しょうなんて、したことないよー！　いやだよー！」

「がまんしてくれ。ワドルディ、手て伝つだってくれ」

「はーい！」

「いやだなあ……」

　カービィはしぶしぶ、デデデ大だい王おうの頭あたまの上うえから飛とび下おりた。

　口くち紅べにやマスカラなど、化け粧しょう用よう具ぐ一いっ式しきを持もったワドルディが駆かけ寄よった。

「じゃ、始はじめるよ。カービィ、じっとしててね」

「ワドルディ、お化け粧しょうなんてしたことあるの？」

「大だい王おう様さまのメイクを手て伝つだったことがあるから、やり方かたは知しってるよ」

　ワドルディは、カービィの顔かおにファンデーションをぬり、ピンク色いろのチークをさしていった。さすが、大だい王おうに毎まい日にちこき使つかわれているだけあって、手てつきが慣なれている。

「口くち紅べにはローズピンク……アイシャドウはパープル……マスカラはボリュームたっぷりに……と。できたー！」

　カービィは、タッタッタと鏡かがみの前まえに走はしっていき、メイクされた自じ分ぶんの顔かおをのぞきこんだ。

　とたんに、カービィは息いきをのみ、よろめいた。

「か……か……か……！」

「どうした、カービィ？」

「か……っ！」

「そんなにショックなのか？　無む理りもないが……」

「か、か……かわいい～～～！」

　カービィは両りょう手てを口くちもとに当あて、はね回まわった。

「ぼく、知しらなかったよー！　お化け粧しょうすると、こんなにかわいくなるなんて！」

　くるっと振ふり返かえったカービィと目めを合あわせて、メタナイトは黙だまりこんだ。

「ね、ね！　メタナイトも、そう思おもうでしょ!?　かわいすぎて、どうしよう～！」

　カービィは、マスカラで長ながくのびたまつ毛げを、パチパチさせた。

「う……微び妙みょう……だが……」

「びみょー？　どうして？」

「まあ、デデデ大だい王おうよりは、かわいいかも……」

「なんだとー!?　目めが悪わるいのか、メタナイト！　こんな気持ち悪わるいのより、オレ様さまのほうが、百倍ばいかわいいに決きまってるだろう！」

「だれが気き持もち悪わるいってー!?」

「こら、ケンカをするな。君きみたちはこれから、文も字じどおり一いっ心しん同どう体たい。二人ふたりで一人ひとりになるんだからな」

　カービィとデデデ大だい王おうは、どちらからともなく、にらみ合あいをやめた。

「むー……気きは進すすまんが、仕し方かたないな。パーティに行いくためだ」

「うん。パーティが終おわるまでは、仲なか良よくしよう！」

「よし、それでいい」

　メタナイトは、ワドルディに向むき直なおった。

「ドレスを手て直なおしして、デデデ大だい王おうの顔かおがすっぽり隠かくれるようにしてくれないか？」

「はい！」

「それから、カービィにかぶせる、かつらも用よう意いしてくれ」

「わかりました！」

「頼たのんだぞ」

　メタナイトはデデデ大だい王おうとカービィを振ふり返かえった。

　表ひょう情じょうは仮か面めんに隠かくされているが……とてつもなく不ふ安あんそうなオーラが、全ぜん身しんから漂ただよい出でている。

「とにかく、二人ふたりとも、あやしまれないよう気きをつけてくれ」

「わかっておる！」

「まかせて！」

　デデデ大だい王おうとカービィは、そろってガッツポーズを取とった。いつもの険けん悪あくな関かん係けいがウソのように、ぴったり息いきが合あっている。

「いちおう、ダンスの練れん習しゅうをしておくか……」

「はーい！」

　カービィは張はり切きって、再ふたたび大だい王おうの頭あたまの上うえに跳とび乗のった。

　メタナイトはデデデ大だい王おうの手てを取とり、ワルツの練れん習しゅうを始はじめた。

「一、二、三……一、二、三……ちがう！　私わたしがリードする方ほう向こうに動うごくんだ！」

「うるさいわい……あー、ワルツなんて、つまらん。デデデ・ダンスのほうがよっぽど優ゆう雅がでおしゃれなのに……」

「だまって練れん習しゅうしてくれ」

　大だい王おうの頭ず上じょうのカービィは、最さい初しょのうちはおもしろがっていたが、することがないのでだんだん退たい屈くつし始はじめた。

「あーあ。つまんない。ぼくもダンスしたいよー」

「カービィは『あたま』の役やくだ。何なにもせず、ニコニコしていてくれれば良よい」

「そんなの退たい屈くつだよー。そうだ、歌うたでも歌うたおう。ラララ～！　なんていい天てん気き～！　なんておいしい朝あさごはん～。ラララ～！」

「歌うたうなっ！」




　デデデ大だい王おうのダンスはまったく上じょう達たつせず、カービィの好すき勝かっ手てなふるまいはまったくおさまらないまま……。

　いよいよ、パーティ当とう日じつになった。
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　その日ひの昼ひるごろ、メタナイトがデデデ城じょうを訪おとずれた。

「迎むかえにきたぞ、デデデ大だい王おう、カービィ」

「待まってたよ～、メタナイト！」

「準じゅん備びは良よいか？」

「バッチリだよ～！」

　すでにカービィはメイクを終おえている。デデデ大だい王おうも、ワドルディが仕し立たて直なおしたピンクのドレスに身みをつつんでいた。

　デデデ大だい王おうは、頭あたままですっぽりおおわれている。かろうじて、目めと口くちの部ぶ分ぶんだけ、すき間まがうまくあけてあった。

　薄うすいレースをかぶせて、外そとからはすき間まがわからないようなデザインにしてある。これこそ、ワドルディの苦く心しんの作さく。

　デデデ大だい王おうは、すき間まからギョロ目めをのぞかせて、文もん句くを言いった。

「また、ドレスが縮ちぢんでしまったわい。ワドルディの裁さい縫ほうがへたすぎるのだ！」

「……いや。私わたしが見みたところ、君きみがまたふくらんだような……」

「なんだと？」

「少すこしぐらい、ダイエットしようという気き持もちはなかったのか……」

　メタナイトはため息いきをつき、あらためて二人ふたりを見みた。

「まあ……全ぜん力りょくで、ごまかすしかないな」

「まかせて～！　ぼく、がんばるから！」

「では、出でかけるとしよう。カービィ、デデデ大だい王おうと合がっ体たいしてくれ」

「はーい！」

　カービィはデデデ大だい王おうの頭あたまの上うえに跳とび乗のった。

　ワドルディがいそがしく飛とび回まわり、カービィにかつらをかぶせた。カービィの足あし元もとは大おおきなリボンで隠かくし、つぎ目めがわからないようにした。
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　メタナイトは一いっ歩ぽ下さがって二人ふたりをながめ、複ふく雑ざつな表ひょう情じょうでうなずいた。

「まあ……一人ひとりに見みえないこともないか。今いまさらジタバタしても始はじまらない。運うんを天てんに任まかせることにしよう」

　カービィとデデデ大だい王おうは、メタナイトの心しん配ぱいをよそに、すっかり浮うかれきっている。

「ああ～、楽たのしみだなあ、パフェスキー夫ふ人じんのパーティ！」

「コックカワサキがシェフをしているくらいだからな！　とろけそうなごちそうが、山やま盛もりになっているにちがいない！」

「冷ひやし中ちゅう華かあるかな!?　あと、ツナマヨおにぎり！」

「バカめ。そんな庶しょ民みん的てきな食くい物ものが出でるわけないだろう。パーティといえばやはり肉にくに決きまっておる！　ローストビーフ！　ぶあついステーキ！　うう、たまらんなあ」

「お肉にくもお魚さかなも野や菜さいもフルーツもケーキも、たくさん出でるといいね！」

「うむ、同どう感かんだ！」

　まるで、生うまれた時ときからの親しん友ゆうのように、会かい話わがはずんでいる。

　メタナイトは、二人ふたりにくぎをさした。

「あまり調ちょう子しに乗のっていると、正しょう体たいがバレるぞ。デデデ大だい王おう、君きみは『からだ』の役やくなんだから、しゃべってはだめだ」

「ぼくは『あたま』だから、しゃべってもいいよね！」

「だめだ」

　メタナイトは、きびしく言いって首くびを振ふった。

「カービィは、しゃべるとボロが出でる。はずかしがり屋やで無む口くちな女おんなの子こだと、私わたしが紹しょう介かいする。だまって、ニコニコしていてくれ」

「そんなの、つまんないよー」

「正しょう体たいがばれたら、パーティ会かい場じょうを追おい出だされるぞ。それでも良よいのか？」

「良よくない……」

「だったら、口くちをつぐんでいることだ」

「はーい」

　しぶしぶ、カービィはうなずいた。

「では、行いこう。私わたしの飛ひ行こう船せんでひとっ飛とびだ」

「行いってらっしゃーい！」

　ワドルディが手てを振ふった。

　カービィは、ワドルディを見み下おろして、あやまった。

「ごめんね、ワドルディ。いっしょに連つれて行いってあげられなくて」

「いいよ、いいよ」

「パーティのお料りょう理り、容よう器きにつめて、持もって帰かえってくるね」

「そんなこと、気きにしなくていいよ！」

　料りょう理りより何なにより、デデデ大だい王おうが留る守すにしてくれることのほうが、ずっとうれしいワドルディなのだった。




　三人にんを乗のせた小こ型がた飛ひ行こう船せんは、広ひろい平へい野や（デデデ大だい王おうによれば、「デデデ平へい野や」）を飛とび越こえて、西にしに向むかった。船せん内ないのモニターには、外そとの景け色しきが映うつし出だされている。

　まもなく、美うつくしい湖みずうみ（デデデ大だい王おうによれば、「デデデ湖こ」）が見みえてきた。

「湖みずうみのほとりの、大おおきなお屋や敷しき……というと……」

「あれ……だろうか？」

　メタナイトは、モニターを見み上あげてあぜんとした。

　カービィが大おお声ごえを上あげた。

「うっわー！　おいしそうなお家うち！」

　カービィの言いうとおり。

　パフェスキー夫ふ人じんのお屋や敷しきは、巨きょ大だいな「おかしの家いえ」だった。

　白しろい壁かべは生なまクリームのようだし、屋や根ねはチョコレートのよう。あちこちに大おおきなフルーツやソフトクリーム形がたの飾かざりがついているのも、目めを引ひく。

　もちろん、本ほん物ものの食たべ物ものでできているわけではないが、お屋や敷しき全ぜん体たいがこってりしたケーキのように見みえるデザインだった。

「くっ……なかなか、やりおる。パフェスキーめ……！」

　デデデ大だい王おうは、ライバル心しんに火ひをつけられ、くやしそうに言いった。

「帰かえったら、デデデ城じょうもケーキのように飾かざりつけてやる……！　負まけてなるものか！」

「私わたしには、あまり趣しゅ味みの良よい建たて物ものとは思おもえないが……」

　メタナイトは、パーティに出しゅっ席せきすることを、ますます後こう悔かいしているようだった。

　ともかく、飛ひ行こう船せんは屋や敷しきの前まえにふわりと着ちゃく陸りくした。

「わーい、ごちそう、ごちそう！」

　カービィは、ドアが開ひらききる前まえに、真まっ先さきに駆かけ出だそうとして、メタナイトに引ひき止とめられた。

「カービィ！　君きみだけ先さきに飛とび出だしてはだめだ！」

「あ、そうだった。ぼく、『あたま』だったっけ」

「『あたま』だけが飛とび回まわったら、まわりの人ひとが気き絶ぜつするぞ。ぜったいに、デデデ大だい王おうの上うえからはなれるな。そして、口くちをきくなよ。おとなしく、ニコニコしているんだぞ」

「うんうん！　わかってるって！」

　ごちそうに心こころをうばわれているカービィは、調ちょう子しの良よい返へん事じをした。

「では、行いこう」

　メタナイトはデデデ大だい王おうの手てを取とって、ドアの外そとにのびたタラップを降おりた。




　門もんをくぐると、そこはもう華はなやかなガーデンパーティの会かい場じょう。

　たくさんの来らい客きゃくが、グラスを手てに、話はなしたり笑わらったりしている。

　お屋や敷しきの建たて物ものばかりでなく、庭にわもやはり「おかしの庭にわ」だった。

　木き々ぎには、くだもののかわりにケーキやキャンディーが鈴すずなりになっている。

　しばふの上うえに咲さき乱みだれているのは、本ほん物ものの花はなではなく、水みずあめや砂さ糖とうで作つくった花はなだった。

　そして、庭にわのまん中なかですずしげに噴ふき上あげているのは、メロンソーダのふん水すい。

　メタナイトも、カービィやデデデ大だい王おうすらも、あまりに豪ごう華かに作つくられた「おかしの庭にわ」を見みて、言こと葉ばを失うしなっていた。そこへ、とつぜん、かん高だかい声こえがひびき渡わたった。

「ま、メタナイト様さまじゃございませんこと～！　ようこそ、わたくしのパーティへ！」
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　駆かけ寄よってきたのは、まんまるい身体からだを真まっ赤かなドレスにつつんだ女じょ性せいだった。

　全ぜん身しんを、キラキラした宝ほう石せきで飾かざりたてている。

そのアクセサリーもやはり、キャンディーやクッキーなど、おかしの形かたちをしたものばかりだった。

　カービィが、そっとささやいた。

「うわあ……まんまるー」

「他た人にんのことを言いえるのか、カービィ」

　デデデ大だい王おうが、こそこそと言いい返かえす。メタナイトが、小こ声ごえで二人ふたりをしかりつけた。

「だまっていろというのに。あれが、パフェスキー夫ふ人じんだ」

　メタナイトは夫ふ人じんの前まえに進すすみ出でて、優ゆう雅がにあいさつをした。

「お招まねきありがとう、パフェスキー夫ふ人じん」

「いらっしゃらないかもしれないと、心しん配ぱいしてましたのよ。メタナイト様さまは、パーティなどはお好すきじゃないと聞ききましたから」

「せっかくのお招まねきですからね。お誕たん生じょう日びおめでとう」

　メタナイトは、用よう意いしてきた花はな束たばを差さし出だした。

「ま、ありがとうございます！……あら？」

　パフェスキー夫ふ人じんは、メタナイトの後うしろに立たっているデデデ大だい王おうとカービィに気きづいた。

「そちらの方かたは、メタナイト様さまのお連つれ様さまですの？」

「ええ、友ゆう人じんです」

「お名な前まえは、なんておっしゃるの？」

「え……っ」

　しまった、名な前まえを考かんがえていなかった。

　あせったメタナイトは、適てき当とうな名な前まえを口くち走ばしった。

「デ……デ……デデビィといいます」

「デデビィさん？　ま、かわいらしいお名な前まえ！　ゆっくりなさってね、デデビィさん」

　カービィは、言いいつけられたとおり、だまってニコニコした。

　メタナイトが言いった。

「失しつ礼れい。デデビィは、とてもはずかしがり屋やなのです。知しらない人ひととは、話はなすことができないのです」

「ま、そうですの！　もの静しずかなメタナイト様さまには、お似に合あい……ですわね」

　パフェスキー夫ふ人じんは意い味みありげに笑わらった。

「お料りょう理りもデザートも、食たべきれないほどご用よう意いしておりますのよ。どうぞ、召めし上あがってくださいな」

「ありがとう」

「わたくしの自じ慢まんのシェフたちが、腕うでによりをかけて作つくりましたの！　きっと、お口くちに合あうと思おもいますわ」

「そういえば……」

　メタナイトは、ふと思おもい出だして言いった。

「コックカワサキを雇やとったそうですね。彼かれは、プププランドでいちばん、腕うでのいいシェフですからね」

「え……？」

　とたんに、なぜかパフェスキー夫ふ人じんの態たい度どがおかしくなった。

　まるい顔かおから、笑わらいが消きえてしまった。パフェスキー夫ふ人じんは、そわそわと視し線せんを泳およがせ、早はや口くちに言いった。

「え、ええ、まあ。コックカワサキの腕うで前まえは、たしかですわ。わたくし、とっても満まん足ぞくしてますの」

「彼かれがレストランを休きゅう業ぎょうしてしまったので、残ざん念ねんがっている者ものもいるようですよ」

「そ、そうですの？　ほほほ、大たい変へんですわ。わたくし、みなさんから、うらまれてしまいますわね」

「おお、うらんでるぞ……」

　たまりかねてボソリとつぶやいたのは、デデデ大だい王おう。

　メタナイトは、あわてて大だい王おうの足あしを踏ふんづけた。

「いでででっ！」

　パフェスキー夫ふ人じんは、首くびをかしげた。

「何なにかおっしゃいまして？」

「いや、何なにも」

「今いま、デデビィさんから何なにか聞きこえたような」

「気きのせいですよ」

「そうだったのかしら……とにかく、どうぞ、ごゆっくり。のちほど、楽たのしいダンスタイムもありますわ」

　パフェスキー夫ふ人じんはメタナイトから離はなれ、他ほかの客きゃくをもてなしに行いってしまった。

「さて……では、ビュッフェコーナーに行いってみるとするか」

「うん！　行いこう行いこう！」

　カービィは小こ声ごえで喜よろこんだ。

　メタナイトが、デデデ大だい王おう……いや、デデビィの手てを取とって歩あるいていくと、まわりの人ひと々びとがひそひそとささやき合あった。

　その声こえは、いやでもメタナイトの耳みみに入はいってくる。

（ごらんなさい、メタナイト様さまですよ）

（まあ。にぎやかな場ば所しょはお嫌きらいだと聞きいたのに。めずらしいですわね）

（連つれの女じょ性せいは、どなただろう？）

（ずいぶんと、その……大おおきな女じょ性せいですこと）

（メタナイト様さまの友ゆう人じんだろうか……）

（恋こい人びとかもしれませんわ）

　メタナイトは、ピクッとした。

（あのメタナイト様さまに恋こい人びとだって？　まさか！）

（あのメタナイト様さまだからこそ、女じょ性せいを連つれてくるなんて、あやしいじゃありませんか。ただの友ゆう人じんとは思おもえませんわ）

（ふーむ……なるほど。では、やはり恋こい人びとか）

（ああいうタイプの女じょ性せいがお好すきだったのですねえ、メタナイト様さまったら）

　メタナイトは、怒いかりをこらえるのに必ひっ死しだった。

　カービィが、小こ声ごえで言いった。

「どうしたの、メタナイト？　なんでプルプルしてるの？　早はやく、食たべ物もののほうへ行いこうよー」

「……今いま、人じん生せいでいちばんの屈くつ辱じょくを味あじわっていたんだ……」

「えー？　なんで？」

「……なんでもない」
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　人ひと々びとの視し線せんにさらされながら、メタナイトとデデビィは庭にわの奥おくへと進すすんだ。

　そこは、いちだんとぜいたくなビュッフェコーナーになっていた。大おおきな氷こおりの彫ちょう刻こくが飾かざられ、そのまわりには数かぞえきれないほどの皿さらが並ならべられている。

　肉にくや魚さかな料りょう理りはもちろんのこと、パスタやサラダ、スープやデザートも山やま盛もりだった。

「わ～！」

　カービィはたちまち、目めの色いろを変かえた。

　今いまにも、立たち場ばを忘わすれて飛とんで行いきそうなので、メタナイトが注ちゅう意いした。

「勝かっ手てに動うごくなよ、カービィ」

「わかってる……けど！　おいしそう～！」

「ゆっくり、優ゆう雅がに食たべるんだ」

「うん！」

　メタナイトが、皿さらに料りょう理りを取とり分わけてやった。

　デデデ大だい王おうの手てでは、うまく料りょう理りをカービィの口くちもとへ運はこべない。そこで、メタナイトが、フォークにさした肉にくや野や菜さいをカービィに食たべさせてやらなければならなかった。

「わ～い！　おいしい～！　次つぎはそっちのお肉にくちょうだい！」

「ゆっくり食たべろ」

「おいしいよ～！　もっと～！」

　メタナイトの様よう子すを見みた人ひと々びとが、またひそひそとうわさをし合あった。

（ごらんなさい！　あのメタナイト様さまが、恋こい人びとに料りょう理りを食たべさせていますぞ）

（はい、あ～ん……という感かんじですな）

（ちょっと、イチャイチャしすぎじゃないかしら！）

（メタナイト様さまのクールなイメージが台だい無なしですな）

　メタナイトは屈くつ辱じょくに耐たえながら、カービィに料りょう理りを食たべさせた。

　当とう然ぜんのことながら、デデデ大だい王おうが文もん句くをつけた。

「おい！　オレ様さまにも食たべさせろ！」

「ちょっと待まってくれ。君きみに食たべさせるには、人ひと目めのないところへ行いかないと」

「あの大おおきな木きのかげなら良よかろう。さ、行いくぞ」

　デデデ大だい王おうは、メタナイトを木きのかげに引ひっ張ぱっていった。

　たちまち、人ひと々びとのささやき声ごえが広ひろがっていく。

（まあ、メタナイト様さまと恋こい人びとが、二人ふたりきりで木こかげに！）

（ラブラブですなあ）

（がっかりですわ。メタナイト様さまって、もっとクールな方かただと思おもってたのに）

　木こかげでは、デデデ大だい王おうが、ドレスのすき間まから大おお口ぐちをのぞかせていた。

「さあ、早はやく食くわせてくれ！　がまんの限げん界かいだー！」

「わかった、わかった。声こえを出だすな」

「肉にく！　肉にく！　肉にく──！」

「静しずかにしていろ！　今いま、持もってくるから！」

　メタナイトは皿さらに山やま盛もりの肉にくをのせ、デデデ大だい王おうのもとへ運はこんだ。

「ほら」

　ドレスのすき間まから食たべさせてやると、デデデ大だい王おうはすごい勢いきおいで、肉にくのかたまりを飲のみこんでいった。

「おおー！　オレ様さまの大だい好こう物ぶつのビーフステーキ！　うむー！　うまい！　うまいぞ！」

「声こえを出だすんじゃない！」

「この焼やき加か減げん、濃のう厚こうなソースの味あじわい、うむ、まさに絶ぜっ品ぴん……」

　大おおきな舌したでペロリと口くちのまわりをなめたデデデ大だい王おうだが……ふと、考かんがえこんでしまった。

「待まてよ。たしかに、絶ぜっ品ぴんだが……」

「どうした」

「これは、コックカワサキのレシピじゃないな。やつが作つくるステーキのソースは、もっとコクがあるはずなんだが」

「別べつのシェフが作つくったんだろう。この屋や敷しきには、何なん人にんもの料りょう理り人にんがいる」

「うーん……もったいないな。コックカワサキは、ビーフステーキが大だいの得とく意いなんだ。なんで、コックカワサキに任まかせなかったんだろう？」

　デデデ大だい王おうは、無む念ねんそうにうなった。

「これもうまいが、やはりコックカワサキのステーキを食たべたいぞ……」

「ほんと？　いらないなら、ぼくが食たべる！　ステーキステーキ！」

「おまえはさっきから、たっぷり食くってるだろう！　オレ様さまはまだ足たりんぞ。次つぎはローストビーフを持もってこーい！」

「ぼく、エビのサラダおかわりー！」

「私わたしは君きみたちの召めし使つかいじゃないぞ、まったく……」

　メタナイトは文もん句くを言いいながら、料りょう理りのコーナーに戻もどった。




　さて──。

　メタナイトが料りょう理りを皿さらに取とり分わけている時ときだった。

　近ちかくでひそひそと話はなしている会かい話わが、ぐうぜん耳みみに入はいってきた。

「……まったく……スキー夫ふ人じん……わがまま……困こまったもの……」

　ひそめた小こ声ごえではあったけれど、メタナイトのするどい耳みみは、その会かい話わを聞ききのがさなかった。

　ないしょ話ばなしをしているのは、太ふとった男おとこと小こがらな男おとこの二人ふたり組ぐみ。

（……パフェスキー夫ふ人じんのうわさ話ばなしか？　気きになるな……）

　メタナイトは、さりげない風ふうをよそおいながら、二人ふたりの会かい話わに聞きき耳みみを立たててみた。

「わが家やのシェフも、パフェスキー夫ふ人じんにとられてしまったのですよ。とても腕うでのいいシェフで、大だい事じにしていたのに……」

「おたくもですか。うちもですよ！」

「給きゅう料りょうを五倍ばいはらうと言いったらしくてね。とても、かないませんよ」

「まったく、パフェスキー夫ふ人じんは金かね持もちですからなあ……」

　なるほど、とメタナイトは仮か面めんの下したで苦く笑しょうした。

　パフェスキー夫ふ人じんは、金かねにものを言いわせて、才さい能のうあるシェフをかき集あつめているらしい。

（よほどのグルメなのだな……いったい何なん人にんのシェフを雇やとっているのやら）

　そう考かんがえて立たち去さろうとしたメタナイトだが……不ふ服ふくそうな言こと葉ばを耳みみにして、ふと足あしを止とめた。

「今日きょうのパーティも、きっとうちのシェフが料りょう理りを作つくっているのだろうと思おもったのですが、期き待たいはずれでしたよ！」

「ほう？」

「うちのシェフは、白しろ身み魚ざかなのムニエルが大だいの得とく意いだったのです。でも、きょうのムニエルは、味あじが物もの足たりない。これは、うちのシェフが作つくったものではありませんな」

「おたくもですか！　私わたしも、同おなじ感かん想そうなんです。うちのシェフは、サーモンのテリーヌが絶ぜっ品ぴんだったのですが。今日きょうのパーティに出でているテリーヌは、物もの足たりない。他ほかのシェフが作つくったもののようです」

「どういうわけでしょうなあ」

「それぞれのシェフに、いちばんの得とく意い料りょう理りをまかせれば良よいのに」

「パフェスキー夫ふ人じんは、シェフの使つかい方かたをまちがっていますよ！」

　会かい話わを聞ききながら、メタナイトは思おもい返かえしていた。

（そういえば、デデデ大だい王おうも言いっていたな……今日きょうのステーキのレシピは、コックカワサキのものではないと……）

　せっかく、超ちょう一いち流りゅうのシェフを多た数すうそろえておきながら、それぞれの得とく意い料りょう理りを作つくらせないなんて、どういうことだろう？

（何なにを考かんがえているのだ、パフェスキー夫ふ人じん。何なにか、事じ情じょうがあるのだろうか……？）
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　メタナイトは、来らい客きゃくをもてなしているパフェスキー夫ふ人じんを、そっとうかがった。

　パフェスキー夫ふ人じんは、まんまるい顔かおを輝かがやかせて、楽たのしげに笑わらっている。

　いかにも、人ひとの良よさそうな笑え顔がおだった。

　かくしごとがあるようには見みえない。

（……考かんがえすぎか）

　メタナイトは気きを取とりなおして、デデデ大だい王おうとカービィの待まつ木こかげに戻もどった。
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　やがて日ひが沈しずみ、おかしの庭にわに闇やみがおりてきた。

　パフェスキー夫ふ人じんは、来らい客きゃくたちに呼よびかけた。

「暗くらくなってまいりましたわ。でも、パーティはまだまだ続つづきますわよ。みなさん、どうぞ屋や敷しきの中なかにお入はいりください。広ひろ間まで、ダンスパーティを始はじめましょう」

　来らい客きゃくたちは、ぞろぞろと屋や敷しきの中なかに入はいっていった。

「さあ、私わたしたちも行いこう」

　メタナイトがうながしたが、カービィは「えー……」と不ふ満まんそうに言いった。

「もっと食たべたいよ。ダンスなんかより、お食しょく事じのほうがいいよー！」

「そうだ、そうだ！」

　デデデ大だい王おうも、ドレスの中なかから賛さん成せいの声こえを上あげた。

「ダンスなんて、ヒマ人じんどもに任まかせておけ。オレ様さまはここを動うごかんぞ！」

「何なにを言いってるんだ、君きみたち……見みたまえ」

　メタナイトは、ビュッフェコーナーを指ゆびさした。

　さっきまで料りょう理りが山やま盛もりになっていた皿さらは、どれもカラっぽ。かざりのパセリまで、きれいに食たべつくされていた。

「百人にんの客きゃくが三日かかかっても食たべきれないほどの量りょうがあると言いわれてたのに……君きみたちは、わずか三時じ間かんあまりで食たべきってしまったのだぞ！」

　メタナイトの言いうとおり。

　カービィとデデデ大だい王おうは、一いっ瞬しゅんも休やすむことなく料りょう理りを食たべ続つづけた。その食しょく欲よくは、来らい客きゃく全ぜん員いんをふるえ上あがらせたほど。

　──メタナイト様さまの恋こい人びとは、バケモノでは!?

　──胃いぶくろが、四よ次じ元げんにつながってるんじゃないの!?

　と、さんざんな言いわれよう。

　人ひと々びとは「デデビィ」を恐おそれて近ちかづいてこようとしなかった。そのおかげで正しょう体たいがバレなかったので、結けっ果か的てきには作さく戦せん成せい功こうだったかもしれない。

「とにかく、もう料りょう理りは終おわりだ。というより、君きみたちが終おわらせたんだ」

「やだよー！　まだ足たりないよー！　おかわり、おかわり！」

「うむ！　オレ様さまも、おなかペコペコだ！」

「どこまで食くい意い地じが張はっているんだ、君きみたちは！」

　メタナイトはデデデ大だい王おうの手てを取とり、強ごう引いんに屋や敷しきの中なかへ引ひきずっていった。




　大おお広ひろ間まは、庭にわと同おなじように、フルーツやおかしのモチーフで飾かざりつけられていた。

　パフェのようなシャンデリア、シフォンケーキのようなソファ、アップルパイのようなテーブル……。

　あまい香かおりが部へ屋やじゅうに漂ただよい、楽がく団だんが優ゆう雅がなセレナーデをかなでている。

　来らい客きゃくたちは、このパーティに大だい満まん足ぞくだった。

「さすが、パフェスキー夫ふ人じんですわね」

「すみずみまで、気き配くばりが行いき届とどいている。いやはや、見み事ごとですわい」

　みんなが絶ぜっ賛さんしている中なか──。

　不ふ服ふくそうにしているのは、もちろんカービィとデデデ大だい王おう。

「なんだよー、あのシャンデリア！　本ほん物もののパフェかと思おもったら、作つくり物ものじゃないか！　インチキだー！」

「あのテーブルもな！　本ほん物もののアップルパイかと思おもって、かぶりつきそうになったわい」

「まぎらわしいこと、しないでほしいよね！」

「まったくだ。期き待たいさせおって……」

　そのとき、楽がく団だんのかなでる音おん楽がくが、軽けい快かいなワルツに変かわった。

　パフェスキー夫ふ人じんが大おお広ひろ間まの真まん中なかに進すすみ出でて、言いった。

「さあ、ダンスの時じ間かんですわ。みなさま、どうぞ楽たのしんでくださいね」

　来らい客きゃくたちは、それぞれのパートナーと手てを取とり合あい、ワルツを踊おどり始はじめた。

　パフェスキー夫ふ人じんはメタナイトに声こえをかけた。

「さ、メタナイト様さまもどうぞ。デデビィさんといっしょに、踊おどってくださいな」

「……」

　メタナイトは、カービィとデデデ大だい王おうを見みた。

　二人ふたりとも、ダンスなんてぜんぜん興きょう味みがない。退たい屈くつそうにフラフラしている。

　ダンスの特とっ訓くんはしたものの、成せい果かはなかった。あの二人ふたりとワルツなんて踊おどったら、たちまちボロが出でてしまうに決きまっている。

　メタナイトは、苦くるしい言いい訳わけをした。

「デデビィはダンスが苦にが手てなのですよ。せっかくのダンスパーティですが、申もうし訳わけない。こよいのダンスは、遠えん慮りょさせていただくことに……」

「ま、そうでしたの。でしたら……」

　パフェスキー夫ふ人じんは、目めを輝かがやかせた。

「わたくしと、踊おどっていただけませんこと？」

「……何なに？　私わたしが、ですか？」

「ええ。わたくし、ダンスが大だい好すきですの。でも、今日きょうはみなさまをもてなす役やく割わりなので、自じ分ぶんは踊おどらずにいようと思おもっていましたのよ。デデビィさんが踊おどらないなら、わたくしをパートナーにしてくださいな」

　メタナイトは、ことわろうとしたが、すぐに考かんがえ直なおした。

　ダンス中ちゅうなら、だれにも邪じゃ魔まをされずに、小こ声ごえで言こと葉ばをかわすことができる。パフェスキー夫ふ人じんから話はなしを聞きくためのチャンス。

「わかりました。お相あい手てしましょう」

「ま、うれしいですわ！」

　メタナイトは、パフェスキー夫ふ人じんといっしょにダンスフロアの中ちゅう央おうに進すすみ出でた。

　来らい客きゃくたちは、ざわめいた。

「あら、メタナイト様さまがダンスですって。めずらしいですわね」

「しかも、パフェスキー夫ふ人じんと？」

「お相あい手てのデデビィさんは、どうしたのかしら？」

　人ひと々びとはデデビィのほうを見みて、ささやき合あった。

「……なぜか、ソファに抱だきついてますわ」

「かじりつきそうな勢いきおいですな」
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「い、今いま、デデビィさんの口くちからヨダレがたれて……」

「……見みなかったことにしましょう」

　人ひと々びとはデデビィに背せを向むけて、次つぎ々つぎにダンスフロアへ進すすみ出でていった。




　メタナイトは、パフェスキー夫ふ人じんとワルツを踊おどり始はじめた。

　踊おどりながら、パフェスキー夫ふ人じんはたずねた。

「メタナイト様さま、今日きょうのお食しょく事じはいかがでした？」

「食しょく事じ？……あ、ああ。すばらしかったですよ」

　実じつをいうと、メタナイトは、カービィとデデデ大だい王おうに食しょく事じを運はこぶのにいそがしく、自じ分ぶんは何なにも食たべていないのだが、正しょう直じきにそう言いうわけにもいかない。

　パフェスキー夫ふ人じんは、満まん足ぞくそうに笑わらった。

「ま、そう言いっていただけると、うれしいですわ！　わたくし、お料りょう理りにはこだわりがありますの。おいしくない食しょく事じなんて、人じん生せいのむだ……わが家やのシェフたちに、いつもそう言いい聞きかせてますのよ」

　その言こと葉ばを聞きいて、メタナイトはさっき聞きいた会かい話わを思おもい出だした。

　どういうわけか、パフェスキー夫ふ人じんは、シェフたちに得とく意い料りょう理りを作つくらせないらしい。

　料りょう理りにこだわりがあると言いっているくせに、なんだか妙みょうだ……何なにか理り由ゆうがあるのだろうか？

　メタナイトは、遠とお回まわしにたずねてみた。

「ところで、コックカワサキは病びょう気きなのですか？」

「……え？」

「いや、今日きょうは彼かれらしい料りょう理りが一つもなかったので、不ふ思し議ぎに思おもったのです。彼かれは、どうかしたのですか？」

　パフェスキー夫ふ人じんは、急きゅうにうろたえた。

　優ゆう雅がなステップをふんでいた足あし元もとが乱みだれ、メタナイトの足あしを踏ふみつけた。

「ま、まあ！　ごめんなさい。わたくしとしたことが」

「かまいませんよ。それより……」

「そ、そうそう！　わたくし、メタナイト様さまを独どく占せんしてしまっては、デデビィさんにうらまれてしまいますわ。ダンスはここまでにしましょう」

　パフェスキー夫ふ人じんは急きゅうにダンスをやめて、はなれて行いってしまった。

（どうしても、この話わ題だいをさけたいようだな。やはり、彼かの女じょは何なにかをかくしている……）

　メタナイトはうたがいを強つよめながら、ダンスフロアをはなれた。

　そして彼かれは、重じゅう大だいなことに気きがついた。

　カービィとデデデ大だい王おうのすがたが見みえない。

　さっきまで、シフォンケーキ形がたのソファにすわっていたはずなのに。

　メタナイトはあせって広ひろ間まを見み回まわしてみたが、どこにも二人ふたりのすがたはなかった。

　メタナイトは、近ちかくにいた女じょ性せいをつかまえて、たずねてみた。

「デデビィを見みかけませんでしたか!?」

「彼かの女じょなら、さっき広ひろ間まを出でて行いったようですわ」

　メタナイトは頭あたまをかかえたくなった。

　まだまだ食しょく事じにみれんたっぷりの、カービィとデデデ大だい王おう。何なにか食たべ物ものをさがしに行いったに決きまっている。

「……あの二人ふたり……！　勝かっ手てな行こう動どうを……！」

「二人ふたり？」

「いや、なんでもない。失しつ礼れい！」

　メタナイトは、ダンスを楽たのしんでいる人ひと々びとをかき分わけ、広ひろ間まを飛とび出だした。




　さて、そのころカービィとデデデ大だい王おうは──。

　広ひろ間まをぬけ出だして、お屋や敷しきの廊ろう下かをうろついていた。

　目もく的てきは、もちろん、メタナイトが直ちょっ感かんしたとおり。食たべ物ものさがしの探たん険けん。

「台だい所どころはどっちかなー？」
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「オレ様さまのカンでは、この廊ろう下かの先さきにあるはずだ」

「うん、ぼくもそう思おもう！　においでわかるよ」

「おまえとは、なかなか意い見けんが合あうな。行いくぞ」

「うん！」

　ぴったり呼こ吸きゅうが合あっている。まるで、昔むかしからの大だい親しん友ゆうのように。

「それにしてもパフェスキーのやつめ、三日かかかっても食たべきれないなんて、大おおげさなことを言いいおって」

「だよね！　ぼくら、三時じ間かんで食たべきっちゃったよ」

「ははっ！　やつめ、オレ様さまたちの実じつ力りょくをなめていたな」

「ぼくたちが本ほん気きを出だしたら、こんなもんじゃないよね！」

「うむ！　台だい所どころを襲しゅう撃げきだ～！」

　食たべ物もののにおいをかぎつけることにかけては、二人ふたりとも驚きょう異い的てきな能のう力りょくをもっている。

　パフェスキー夫ふ人じんのお屋や敷しきは、迷めい路ろのように広ひろくて複ふく雑ざつだったが、二人ふたりはまったく迷まよわずに台だい所どころにたどりついた。

「よし、ここだ、ここだ～！」

「エビのサラダとローストチキンおかわり～！」

　閉とざされていた銀ぎん色いろのドアを、デデデ大だい王おうが体たい当あたりで吹ふっ飛とばした。

　そこは、真まっ白しろなコンロや調ちょう理り台だいを並ならべた、広ひろい広ひろいキッチン。

「ヒャホ～！」

「おかわり、おかわり～！」

　二人ふたりが奇き声せいを上あげてなだれこむと、キッチンのすみで悲ひ鳴めいが上あがった。

「ひ、ひぇ～！」

「お、おゆるしください！　おゆるしください！」

「すぐに作つくり直なおしますので！　どうか、おゆるしください～！」

「……え？」

「なんだ、今いまの声こえは」

　カービィとデデデ大だい王おうは、声こえのしたほうに近ちかづいてみた。

　調ちょう理り台だいのかげで、三人にんのシェフが床ゆかにひれふし、ガタガタふるえていた。

　デデデ大だい王おうがたずねた。

「きさまら、パフェスキー夫ふ人じんの料りょう理り人にんか」

「さ、さようで……」

　三人にんのうちでいちばん年とし上うえのシェフが顔かおを上あげて答こたえた。

「三人にんしかいないのか？　この屋や敷しきには、何なん十じゅう人にんもの料りょう理り人にんが雇やとわれていると聞きいたんだがなあ……？」

「は……その……あなたさまは、どなたさまで？」

「オレ様さまの名な前まえを知しらんのか？　けしからんやつだな。オレ様さまこそ、このプププランドの偉い大だいなる支し配はい者しゃ……」

「だめだよ、名な前まえを言いっちゃ！」

　カービィがあわてて止とめた。

　若わかいシェフが、ふしぎそうにつぶやいた。

「一人ひとりで、何なにをぶつぶつ言いってるんです？　いや、今いま、顔かおじゃなくて胸むねのあたりから声こえがしたような……」

「気きのせい、気きのせい～」

　カービィがごまかした。

　デデデ大だい王おうは、自じ分ぶんの顔かおがドレスにかくれていることを思おもい出だして、だまりこんだ。

「ぼく……じゃなくて、あたしの名な前まえはデデビィっていうの。メタナイトの友ともだちなんだ……ですわよ」

「はあ……では、今日きょうのパーティに招まねかれたお客きゃく様さまで……？」

「そうだよ～。お料りょう理りが足たりないから、食たべ物ものをさがしにきたんだ……ですわ」

「なんと……！　料りょう理りが、足たりなかった……!?」

　三人にんのシェフは、打うちのめされたようによろめいた。

　年とし上うえのシェフは、頭あたまをかかえて「ううううう！」とうめき出だした。

「しまった……量りょうの計けい算さんをまちがえたんだ！　たっぷり作つくったつもりだったが、足たりなかったんだー！」

「どうしよう……どうしよう……！」

「もう、おしまいだ～！」

　カービィもデデデ大だい王おうも、あっけにとられてしまった。このシェフたちの怖こわがりかたは、どう見みても普ふ通つうじゃない。

「ねえ、どうしたの……」

　カービィがたずねようとしたときだった。

「カービィ！　デデデ大だい王おう！」

　けわしい声こえがひびいた。

　キッチンに駆かけこんできたのは、メタナイトだった。

　メタナイトは、二人ふたりを思おもいっきりどなりつけた。

「勝かっ手てなまねをするなと、あれほど言いっただろう！　もう、君きみたちの相あい手てはこりごりだ！　さあ、帰かえるぞ！」

　そのときメタナイトは、カービィたちの前まえでふるえている三人にんのシェフに気きづいた。

「……なんだ、君きみたちは？」

「お、お客きゃく様さま、どうか……！」

　シェフたちは、いのるように手てを合あわせてメタナイトを見みた。

「このことは、奥おく様さまにはひみつに！」

「足たりなかったお料りょう理りは、ただちに作つくり直なおしますので！」

「でも、もう材ざい料りょうが……！」

　シェフたちは顔かおを見み合あわせ、またガタガタふるえ出だした。

「か、買かいに行いくんだ、すぐに！」

「しかし、近きん所じょのお店みせは、ぜんぶ買かい占しめてしまった……」

「近ちかくなくてもいい！　山やまをこえ、川かわをこえて今いますぐ買かいに行いくんだー！」

　メタナイトは、カービィにそっとたずねた。

「何なにを言いってるんだ、彼かれらは？」

「さあ……よくわかんない。さっきから、すごく怖こわがってるみたい」

「何なにを？」

「うーん……わかんない」

「君きみたちが、食たべ物ものを出だせとおどしたのではあるまいな？」

「そんなことしないよー！」

「そうする前まえに、こいつらがふるえ出だしたのだ。オレ様さまたちは、何なにもしとらん」

　と、デデデ大だい王おうも口くちをはさんだ。

　メタナイトは首くびをかしげながら、シェフたちに言いった。

「何なにをおびえているのか知しらないが、誤ご解かいだ。私わたしたちは、敵てきではな……」

　そのときだった。

　とつぜん、何なにかが爆ばく発はつするような音おとが聞きこえた。

　続つづいて、おおぜいの人ひと々びとの叫さけび声ごえが。

「今いまの音おとは……!?」

「広ひろ間まのほうから聞きこえたよー！」

　メタナイトとカービィたちは、急いそいでキッチンから走はしり出でた。




　広ひろ間まは大だい混こん乱らんだった。

　さっきまで美うつくしいワルツがかなでられていたのに、今いまはみんなの悲ひ鳴めいがまじり合あって、耳みみをふさぎたくなるほど。

「どうした!?　何なにがあったんだ！」

　メタナイトが大おお声ごえでどなっても、その声こえも悲ひ鳴めいにかき消けされてしまう。

　メタナイトはようやく、一人ひとりの来らい客きゃくをつかまえてたずねた。

「どうしたんだ！　なんの騒さわぎだ!?」

「どこに行いってたのですか、メタナイト様さま……！」

　男おとこは真まっ青さおな顔かおをして、今いまにもたおれそうだった。

「たった今いま、恐おそろしい賊ぞくがあらわれたんです！」

「賊ぞくだって？」

「はい。黒くろい覆ふく面めんで顔かおをかくした連れん中ちゅうでした。そいつらが、武ぶ器きをかまえてこの広ひろ間まに押おし入いってきて、パフェスキー夫ふ人じんを……！」

「なんだって!?」

　メタナイトはあたりを見み回まわした。パフェスキー夫ふ人じんのすがたはない。

「賊ぞくが、さらっていってしまったのです。止とめる間まもなく！」

　カービィが叫さけんだ。

「追おいかけよう！」

「ああ。行いくぞ、カービィ！」

　こんな事じ件けんが起おきたからには、もう正しょう体たいをかくしている場ば合あいではない。

　カービィは「うん！」とこたえて、高たかく飛とび上あがった。……とたんに。

「きゃぁぁぁぁ～！」

「で、デデビィさんのあたまが～っ！」

「や、やっぱりバケモノっ！　あの食しょく欲よくは、普ふ通つうじゃないと思おもってたんだ！」

　広ひろ間まの騒さわぎが、さらに大おおきくなってしまった。

　デデデ大だい王おうが、大おおきくのびをして、ドレスから顔かおをつき出だした。

「ああー、すっきりしたわい！　肩かたがこった！」

「きゃぁぁぁぁ～！　デデビィさんのからだが～！」

「……いや？　よく見みたら……」

「デデデ大だい王おう!?」

　人ひと々びとは、デデデ大だい王おうとカービィを囲かこんで、目めをまるくした。

「デデビィって……デデデ大だい王おうとカービィだったのか!?」

「どうりで、バケモノじみてると思おもった……」

「どうして、こんな変へん装そうを……？」

「そんなことより！」

　メタナイトが、人ひと々びとの疑ぎ問もんをさえぎった。

「賊ぞくがどちらに逃にげたか、わかるか？」

「さあ……あの窓まどをつき破やぶって逃にげたんですが、すぐに見みえなくなって……」

　人ひと々びとが指ゆびさすほうを見みると、天てん井じょうまで届とどく大おおきな窓まどが割わられていた。

「行いこう。私わたしの飛ひ行こう船せんで追おいかけるんだ」

「うん！　その前まえに、顔かおを洗あらってくるよ～！　お化け粧しょうは、もうたくさん！」

　カービィはキッチンに駆かけ戻もどって顔かおを洗あらい、デデデ大だい王おうもいつもの服ふくに着き替がえた。

「やれやれ！　これで、やっと自じ由ゆうに動うごけるわい！」

「よーし、行いくよ～！」

　張はりきったカービィを先せん頭とうに、メタナイトとデデデ大だい王おうも窓まどから飛とび出だした。




　三人にんが飛ひ行こう船せんに駆かけ寄よってみると──。

　飛ひ行こう船せんの近ちかくに、何なにやらうごめいている影かげがあった。

「何なにをしている！」

　メタナイトがするどく問といかけると、あやしい影かげはさっと振ふり向むいた。

　黒くろいフードつきマントをかぶっているため、正しょう体たいはわからない。ふっくらと、丸まるみのある体からだつきをしている。

「何なに者ものだ！」

　曲くせ者ものは、答こたえずに逃にげ出だそうとした。

　しかし、カービィたちの動うごきのほうが早はやかった。

「待まてー！」

　カービィが叫さけんで、曲くせ者ものに飛とびつく。

「顔かおを見みせろっ！」

　デデデ大だい王おうが、曲くせ者ものがかぶっていた黒くろいマントをはぎ取とった。

「わああっ」

　悲ひ鳴めいを上あげた曲くせ者ものを見みて、デデデ大だい王おうは目めを見みはった。

「きさま……ウィリーじゃないか！」

　カービィも、びっくりして、曲くせ者ものを見み下おろした。

　ちぢこまってガタガタふるえているのは、タイヤのようなすがたをしたウィリー。プププランドの住じゅう民みんの一人ひとりで、だれにも負まけないスピードが自じ慢まん。その速はやさを買かわれて、時とき々どき、デデデ大だい王おうにこき使つかわれている。

「おまえ、誘ゆう拐かい団だんの一いち味みだったのか……！」

　デデデ大だい王おうは、はぎ取とった黒くろい布ぬのを地じ面めんにたたきつけて、いまいましげにどなった。

「なぜ、こんなことをしたんだ？　パフェスキーにうらみでもあるのか？」

「う……うらみってわけじゃ……」

「ってことは、身みの代しろ金きん目め当あてだな？　パフェスキーをどこに連つれて行いったんだ？」

「そ、それは言いえません……」

「言いわないと、ぶっ飛とばすぞ！」

　デデデ大だい王おうにどなりつけられて、ウィリーはすくみ上あがった。デデデ大だい王おうの凶きょう暴ぼうさは、ウィリーもよく知しっている。

「わ、わかりました、言いいます。北きたの森もりの奥おくにある洞どうくつ……です」

「よし行いこう！　メタナイト、飛ひ行こう船せんを出だせ！」

　デデデ大だい王おうは、さっそく飛ひ行こう船せんに乗のりこもうとしたが、メタナイトが首くびを振ふった。

「だめだ。エンジンがこわされている」

「何なに!?　そうか、ウィリー、きさまが細さい工くしたんだな!?」

　デデデ大だい王おうににらまれて、ウィリーはふるえ上あがった。

「ご、ごめんなさい！」
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「くそっ……北きたの森もりは遠とおい。乗のり物ものがなければ、行いけんぞ！　メタナイト、さっさとエンジンを修しゅう理りしろ！」

「時じ間かんがかかる」

「くっ！　どうすれば……」

　腹はら立だたしげに地じ団だん駄だをふむデデデ大だい王おうに、カービィが言いった。

「だいじょーぶ！　修しゅう理りはいらないよ！」

「……何なに？」

「ぼくにまかせて！　ウィリー、協きょう力りょくしてもらうね！」

「……え？」

「せーの！」

　カービィは大おおきく息いきを吸すいこんだ。

「わあっ！　あれ～！」

　ウィリーは、カービィに飲のみこまれてしまった。

「これでよし、と！」

　得とく意いげに叫さけんだカービィの頭あたまには、いつのまにか、赤あかい帽ぼう子しがのっていた。
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　気きづいたメタナイトが、たずねた。

「カービィ、その帽ぼう子しは……」

「ウィリーを吸すいこんだから、『ホイール』のコピー能のう力りょくが使つかえるようになったんだよ！」

　カービィがピョンと跳とび上あがると、そのすがたが、たちまちピンク色いろのタイヤに変かわった。

「むむむ……いまいましいが、便べん利りな能のう力りょくだわい……」

「ぼくが飛ひ行こう船せんを引ひっ張ぱるから、二人ふたりとも早はやく乗のって！　北きたの森もりまで、まっしぐらだよ！」

「飛ひ行こう船せんを引ひっ張ぱるだと？　バカめ、こんな重おもいものを、きさま一人ひとりで……」

　デデデ大だい王おうは鼻はなで笑わらったが、メタナイトが言いった。

「私わたしはカービィの力ちからを信しんじる。来きたまえ、デデデ大だい王おう」

「……え？　本ほん気きか、メタナイト……」

「ああ。頼たのんだぞ、カービィ」

「任まかせてー！」

　メタナイトとデデデ大だい王おうは、飛ひ行こう船せんに乗のりこんだ。

　その間あいだに、カービィはお屋や敷しきに駆かけ戻もどり、倉そう庫こにあったロープを持もち出だしてきた。

　飛ひ行こう船せんの金かな具ぐにロープを取とりつけ、その端はしを自じ分ぶんのからだに巻まきつける。

「えー……えーっ…………えええええーいっ！」

　カービィは全ぜん力りょくで走はしり出だし、飛ひ行こう船せんを引ひっ張ぱった。
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　飛ひ行こう船せんは、ゆるゆると動うごき始はじめ、やがて加か速そくして宙ちゅうに浮うき上あがった。

「よーし！　行いくよー！」

　カービィは元げん気きいっぱいに叫さけぶと、全ぜん速そく力りょくで北きたに向むかって転ころがりだした。
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「ストップー！」

　カービィがようやく止とまったのは、切きり立たったガケの手て前まえだった。

　カービィに引ひっ張ぱられていた飛ひ行こう船せんも、草くさの上うえにドスンと着ちゃく地ちした。

「ふー、あぶない、あぶない。うっかり、落おっこちるとこだった！」

　飛ひ行こう船せんの扉とびらが開ひらいて、メタナイトとデデデ大だい王おうが飛とび出だしてきた。

「よくやったぞ、カービィ！」

「うう……タテ揺ゆれがすごくて、よったわい」

　デデデ大だい王おうはフラフラしている。

　カービィは、ガケの底そこを見み下おろして、言いった。

「すごく深ふかいよ……どうやって越こえよう？」

「見みろ。あそこに吊つり橋ばしがある」

　メタナイトが指ゆびさした。なるほど、向むこう岸ぎしまで、古ふるぼけた吊つり橋ばしがかかっている。

「あそこから、向むこう岸ぎしへ渡わたれるぞ」

「ううむ……なんとも、頼たよりない橋はしだわい。あんなもの、渡わたって大だい丈じょう夫ぶか？」

　不ふ安あんそうなデデデ大だい王おうを、カービィがからかった。

「デデデ大だい王おうは太ふとってるから、橋はしがこわれちゃうかもねー！」

「なんだと!?　カービィ、おまえ、オレ様さまのナイスバディにケチをつける気きか!?」

「ナイスバディって？　おなかが出でてること？」

「この……！　おまえが、ひとのことを言いえるか！」

　デデデ大だい王おうは、カービィをなぐりつけようとした。

　カービィはその手てをかいくぐり、反はん撃げきを食くらわせようと身みがまえる。

　メタナイトが二人ふたりを止とめた。

「やめたまえ。仲なか間ま割われなどしている場ば合あいではない」

「仲なか間ま？　はっ、オレ様さまはおまえらの仲なか間まになった覚おぼえなんかないぞ！」

　デデデ大だい王おうはすっかり機き嫌げんを悪わるくしてしまい、二人ふたりにくるっと背せを向むけた。

　そのとき──。

　デデデ大だい王おうの頭ず上じょうを、何なにかがヒュッと音おとを立たててかすめ飛とんだ。

　デデデ大だい王おうは、振ふり向むいてどなった。

「やる気きか、カービィ！　いつでも受うけて立たつぞ！」

「ぼくじゃないよ～！」

「しまった、橋はしが！」

　メタナイトが叫さけんだ。

　デデデ大だい王おうの頭ず上じょうをかすめたするどい刃はは、吊つり橋ばしに向むかって一いっ直ちょく線せん。

　橋はしを吊つっていたロープを、ザクッと切せつ断だんしていた。

　吊つり橋ばしは音おとを立たてて、ガケの下したに落おちていく……。

　メタナイトは剣けんをぬき、身みがまえて叫さけんだ。

「出でてこい！　何なに者ものだ！」

　三人にんの前まえに、敵てきが飛とび下おりてきた。

「ここは、ぜったい通とおすわけにいかねえんだ！」

　叫さけび声ごえとともに下おり立たったのは、まるい金きん色いろのボディと、頭あたまにつけた大おおきなカッターが特とく徴ちょうの、小ちいさな戦せん士し。
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　デデデ大だい王おうが、目めを丸まるくした。

「サーキブルじゃないか!?　まさか、おまえも誘ゆう拐かい団だんの一いち味みなのか!?」

　サーキブルもやはり、プププランドの住じゅう民みんで、時とき々どきデデデ大だい王おうにこき使つかわれている戦せん士しの一人ひとりだった。頭あたまのカッターをブーメランのように飛とばして、鋼こう鉄てつをも切きり裂さく能のう力りょくをもっている。サーキブルは、頭あたまを低ひくく下さげて言いいはなった。

「この計けい画かくだけは、邪じゃ魔まさせねえ！」

「きさま……！」

「たとえデデデ大だい王おう様さまでも、ここは通とおせねえんだ！」

　サーキブルは、頭あたまのカッターを飛とばした。

　一いっ直ちょく線せんに飛とんできたカッターを、メタナイトが剣けんで叩たたき落おとす。

　デデデ大だい王おうが、わめきちらした。

「オレ様さまに逆さからう気きか！　くっそ……思おもい知しれ、サーキブル！」

「待まって！」

　サーキブルにつかみかかろうとするデデデ大だい王おうを、カービィが止とめた。

「邪じゃ魔まするな、カービィ！」

「ぼくにまかせて！」

　カービィはくるんと宙ちゅう返がえりをした。

　と同どう時じに、ホイールの帽ぼう子しがはずれた。はずれた帽ぼう子しは、元もとのウィリーのすがたに。

「あ……あれ？　ここは……？」

　状じょう況きょうがわかっていないウィリーは、キョロキョロとあたりを見み回まわした。

　そのすきに、カービィは、からだをいっぱいにふくらませて、息いきを吸すいこんでいた。

　サーキブルが、悲ひ鳴めいを上あげた。

「わ……わああっ!?　なんだ!?」

　彼かれはたちまちカービィに吸すいこまれてしまった。

　カービィの頭ず上じょうに新あたらしくあらわれたのは、カッターを装そう備びした帽ぼう子し。

　カービィは、くるんと一いっ回かい転てんして、頭あたまの上うえの刃はを軽かるく飛とばした。
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「見みて見みて！　『カッター』のコピー能のう力りょくが使つかえるようになったよー！」

　メタナイトが、剣けんをおさめて言いった。

「なるほど、敵てきの能のう力りょくをうばい取とり、戦せん闘とう不ふ能のうにする……か。見み事ごとなものだな、カービィ」

「それだけじゃないよー！」

　カービィは、ガケっぷちにはえた木き々ぎの間あいだを走はしり回まわって、その高たかさを確たしかめた。

　メタナイトは首くびをかしげた。

「何なにをしているのだ……？」

「よーし、この木きがいちばん良よさそう！」

　カービィは、そのあたりでいちばん高たかく、いちばん太ふとい木きに向むけて、たった今いまコピーしたばかりの『カッター』の能のう力りょくを使つかった。

　するどい刃はが、太ふとい幹みきを切きりさく。

　メリメリ……と、大おおきな音おとを立たてて、巨きょ木ぼくはたおれた。

　デデデ大だい王おうが、あきれて言いった。

「どういうつもりだ、カービィ。材ざい木もくで、家いえでもたてる気きか？」

「家いえじゃない、橋はしだよ！」

　カービィの言いうとおり。

　たおれた木きのてっぺんは、ガケの向むこう岸ぎしにまで届とどいていた。

　メタナイトが言いった。

「そうか……木きを両りょう岸ぎしの間あいだに横よこたえて、橋はしのかわりにしようというわけか。いい考かんがえだぞ、カービィ」

「早はやく行いこう～！」

　メタナイトは、デデデ大だい王おうを見みた。

　さっきまで、カービィとケンカして、すっかりヘソを曲まげていた大だい王おうだが……。

「……よし」

　うでを組くみ、重おも々おもしくうなずいた。

「いっしょに来くるのか？」

「うむ。だが、かんちがいするなよ。おまえらのことなんか、仲なか間まとは思おもってない。パフェスキーのことだって、どうでもいい。オレ様さまはな……」

　デデデ大だい王おうは、けわしい顔かおつきでウィリーをにらんだ。

「どうにも、ガマンがならんのだ！　こいつらが、オレ様さまにたてつくとはな！」

　デデデ大だい王おうの大おおきな目め玉だまににらまれて、ウィリーは気き絶ぜつしそうになった。

「おまえらだけで、こんな大だいそれた計けい画かくを立たてるとは思おもえん。きっと、背はい後ごに黒くろ幕まくがいるんだろう。言いえ、ウィリー！」

「く、黒くろ幕まくなんていません……」

「ウソをつくなっ！　このオレ様さまを倒たおして、プププランドの王おうになろうとしているヤツがいるにちがいない！　その名なを言いえというのだ！」

「よせ、デデデ大だい王おう」

　ウィリーをしめ上あげようとするデデデ大だい王おうを、メタナイトが止とめた。

「理り由ゆうはともかく、私わたしたちとともに戦たたかう気きになったのだな？」

「おまえらとともに戦たたかうんじゃない！　おまえたちが、オレ様さまのために戦たたかうんだ！」

「……そういうことにしておいてやろう。ともかく、パフェスキー夫ふ人じんを救きゅう出しゅつすることが大だい事じだ。行いくぞ」

「案あん内ないしてもらうよ、ウィリー！」

　カービィが言いった。ウィリーは観かん念ねんしたように、ふるえながらうなずいた。

　メタナイトたちは、ウィリーを先せん頭とうに、丸まる木きの橋はしを渡わたった。




　対たい岸がんに渡わたった一いっ行こうは、木き々ぎの間あいだを走はしり抜ぬけた。

「あの洞どうくつです……」

　ウィリーが指ゆびさす先さき。山やま肌はだに、大おおきな穴あながぽっかり口くちをあけている。

「よーし、行いっくよ～！」

「油ゆ断だんするなよ、カービィ！」

「だいじょーぶ！」

　カービィが真まっ先さきに走はしり寄よろうとしたときだった。

「ストォォォップ！　それ以い上じょう、近ちかづくなぁぁぁー！」

　大だいボリュームの声こえが鳴なりひびいた。

　あまりの音おん量りょうに、さすがのカービィもひっくり返かえったほど。

「み……耳みみが……キンキンするぅ……」

「一いっ歩ぽも動うごくなぁぁぁ！　洞どうくつに近ちかづくなぁぁぁ！」

　またしても、大だいボリューム。

　メタナイトもデデデ大だい王おうも、両りょう手てで耳みみをふさいだ。

　行ゆく手てをさえぎるように、洞どうくつの中なかから人ひと影かげがあらわれた。

「おまえは……ウォーキーじゃないか！」

　デデデ大だい王おうが、うめいた。

　三人にんの前まえに立たちはだかっているのは、マイクのようなすがたをした、プププランドの住じゅう民みん──ウォーキー。
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　ウォーキーは、聞きく者ものを圧あっ倒とうする声せい量りょうの持もち主ぬし。彼かれもやはり、ウィリーやサーキブルと同おなじように、デデデ大だい王おうにこき使つかわれる部ぶ下かの一人ひとりだった。

「おまえまで、誘ゆう拐かい団だんの一いち味みだったのか……！」

「事じ情じょうがあるんですぅぅぅ、デデデ大だい王おう様さまぁぁぁ！」

　耳みみをつんざく大おお声ごえでうったえられて、デデデ大だい王おうもメタナイトもカービィも、のたうち回まわった。

「オレたちの話はなしを聞きいてくださぁぁい！　事じ情じょうがわかれば、きっと大だい王おう様さまたちだってぇぇぇ……！」

「わ、わかった！　わかったから、おまえはしゃべるな！　他ほかのやつに代かわれ！」

「は、はいぃぃぃ！」

「オレが話はなします」

　ウォーキーにかわって、ウィリーが申もうし出でた。

「その前まえに、サーキブルを解かい放ほうしてやってくれよ、カービィ」

　ウィリーは、すがるような目めでカービィを見みた。

「サーキブルだって、悪わる気ぎはないんだ。オレたちがこんな計けい画かくを立たてたのには、理り由ゆうがある。サーキブルにだって言いい分ぶんがあるんだよ……元もとのすがたに戻もどして、話はなしを聞きいてやってくれよ」

「……うん。わかった」

　カービィは、ウィリーとウォーキーをにらんだまま、うなずいた。

「だけど、おかしなまねをしたら、また吸すいこんじゃうからね！」

「信しん用ようしてくれ。もう、歯は向むかう気きはねえよ。オレたちに勝かち目めはねぇって、わかったから」

　カービィは、くるんと空くう中ちゅうで一回かい転てんし、コピー能のう力りょくをはずした。

　カッターの帽ぼう子しは消きえて、サーキブルのすがたに戻もどった。

「ふ……う……ひどい目めにあったぜ！　カービィ、おまえ、よくもオレの能のう力りょくを利り用ようしやがったな……！」

　あたまに血ちが上のぼっているサーキブルを、ウィリーがなだめた。

「落おち着ついて、サーキブル。もう、抵てい抗こうしてもむだだよ。……事じ情じょうを話はなそう」

　デデデ大だい王おうが、どなった。

「事じ情じょうだと!?　おまえたち、オレ様さまに対たいする反はん乱らんをくわだてているんだろう!?　パフェスキーから身みの代しろ金きんをおどし取とって、軍ぐん資し金きんにする気きだったにちがいないー！」

「だまっていろ、デデデ大だい王おう。彼かれらの話はなしを聞きこう」

　メタナイトが、デデデ大だい王おうを止とめた。

　サーキブルが言いった。

「たしかに、オレたちはパフェスキー夫ふ人じんを誘ゆう拐かいしたぜ。だけど……身みの代しろ金きんなんかほしくねえ」

「ウソをつけ！」

「ウソじゃねえ……夫ふ人じんは、この洞どうくつの奥おくにいる」

「無ぶ事じなのか？」

「ああ、もちろん。逃にげられねえようにしばってあるけど、けがはねえ」

「なぜ、こんなことをしたんだ？」

　メタナイトが、きびしい声こえでたずねた。

　サーキブルは、しょんぼりしてこたえた。

「……友ともだちのためだ」

「なんだって？」

「コックカワサキを助たすけたかったんだ！」

　思おもいがけない名な前まえを聞きいて、デデデ大だい王おう、メタナイト、カービィは顔かおを見み合あわせた。

「コックカワサキが、どうかしたのか？」

「あいつだけじゃねえ。パフェスキー夫ふ人じんに集あつめられた料りょう理り人にんたちは、みんな、ひどい目めにあわされてるんだ……！」

「ひどい目めだって？」

「そうさ。パフェスキー夫ふ人じんは、表おもて向むきは上じょう品ひんぶってるけど、本ほん当とうはとてもわがままで、おっかねえヤツなんだ」

　ウィリーもうなずいて、言いいそえた。

「あいつは味あじの好このみがうるさくて、シェフたちが作つくった料りょう理りにいちいちケチをつけるんだそうだ。だけど、シェフにはそれぞれのやり方かたがあるから、パフェスキー夫ふ人じんの言いうことに反はん発ぱつするヤツもいる……」

「そうなったら、パフェスキー夫ふ人じんはカンカンさ。さからったシェフを部へ屋やに閉とじこめて、逃にげられねえようにカギをかけちまうんだ」

「えーっ!?」

　カービィは、目めをまるくした。

「あのお屋や敷しきには、そのための隠かくし部べ屋やがたくさんあるんだぜ」

「うそ……」

「うそじゃねえ。見みてくれ、コックカワサキから来きた手て紙がみだ」

　サーキブルは、くしゃくしゃになった一枚まいの紙かみを取とり出だした。

　メタナイトが受うけ取とって、文ぶん面めんに目めを走はしらせた。

「なるほど……今いまの話はなしのとおりだな」

「コックカワサキは、窓まどの格こう子しのすき間まからその手て紙がみを外そとに投なげた。『サーキブルに届とどけてください』って書かいてあったんで、ひろった人ひとがオレに届とどけてくれたんだ」

「信しんじられないよ……あのパフェスキー夫ふ人じんが、そんなことするなんて……」

　カービィがつぶやくと、メタナイトが言いった。

「いや、思おもい当あたるふしがある」

「え？」

「あのパーティの料りょう理りのことだ。せっかく超ちょう一いち流りゅうシェフを集あつめておきながら、それぞれの得とく意い料りょう理りを出ださないなんて、妙みょうな話はなしではないか？　ビーフステーキだって、コックカワサキのレシピじゃなかっただろう？」

　デデデ大だい王おうがうなずいた。

「うむ。コックカワサキにビーフステーキを作つくらせないなんて、なんだか変へんだと思おもったんだ！　そういうわけだったのか」

「それに、キッチンにいたシェフは三人にんだけだった……」

「そうか！　あいつらは、パフェスキーに逆さからわずに、言いわれたとおりの料りょう理りを作つくったんだな。だから、閉とじこめられずにすんだが……」

「ビクビクしてたよね、すごく！　パフェスキー夫ふ人じんのことを怖こわがってたんだ！」

　デデデ大だい王おうは、怒いかりのあまり飛とび上あがってわめいた。

「パフェスキーめ！　シェフをひとり占じめするわ、オレ様さまに招しょう待たい状じょうを出だし忘わすれるわ、しかもシェフたちを苦くるしめるわ！　とんでもない極ごく悪あく人にんだわい！」

　メタナイトが言いった。

「招しょう待たい状じょうの件けんは、関かん係けいない気きがするが……」

「うるさいっ！　とにかく、許ゆるせん。サーキブル、ウィリー、でかしたぞ！　オレ様さまがパフェスキーをとっちめてやるー！」

「待まちたまえ」

　今いまにも洞どうくつの中なかに駆かけこんでいきそうなデデデ大だい王おうを、メタナイトが引ひき止とめた。

「レディに対たいして、暴ぼう力りょくをふるってはいけない。パフェスキー夫ふ人じんの言いい分ぶんも聞きいてみようではないか」

「フン！　極ごく悪あく人にんの言いい分ぶんなんて……！」

「とにかく、案あん内ないしてくれ、サーキブル」

「あ、ああ。こっちだ」

　メタナイトとカービィとデデデ大だい王おうは、洞どうくつの中なかへ足あしを踏ふみ入いれた。




　洞どうくつの奥おくのほうから、キンキンしたわめき声ごえが聞きこえてきた。

「このロープをほどきなさーい！　わたくしを、今いますぐに解かい放ほうしなさいってばー！　さもないと、あんたたちみんな刑けい務む所しょ惑わく星せいにぶちこんで、一いっ生しょう出でられなくしてやるからねー！　覚かく悟ごしろ、ばかやろーっ！」

「……パフェスキー夫ふ人じんの声こえだな」

　メタナイトが、あきれてささやいた。

　カービィが、そっと答こたえた。

「おっかないこと言いってるねー」

「パーティの時ときは上じょう品ひんなレディだったんだが。どうやら、こちらが彼かの女じょの本ほん当とうの顔かおらしいな」

「ずっと、あの調ちょう子しです。うるさくて、耳みみがおかしくなりそうなんです……」

　ウォーキーが言いい、全ぜん員いんから「おまえが言いうな！」と突つっこまれた。
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　カービィたち三人にんは、サーキブルたちに案あん内ないされて奥おくへ進すすんだ。
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　パフェスキー夫ふ人じんは、洞どうくつのいちばん奥おくにいた。

　両りょう手て両りょう足あしをロープでしばられ、しかもその先さきを太ふといくいにつながれている。これでは、どうあがいても逃にげ出だせない。

　それでも、パフェスキー夫ふ人じんは元げん気きそうだった。

「このロープをほどきなさい！　わたくしを自じ由ゆうにしなさい！　わたくしにさからったら、ひどい目めにあうわよー！」

　はね回まわってどなりちらしていたが、近ちかづいてきた一いっ行こうを見みるとおとなしくなった。

　まんまるい顔かおが、パッとかがやいた。

「まあ、メタナイト様さま！　わたくしを助たすけに来きてくれましたのね！　さすが、メタナイト様さま！　あなたなら、きっと助たすけてくれると信しんじていましたわ！」

　パフェスキー夫ふ人じんの目めには、メタナイトしか入はいってないようだった。

　夫ふ人じんは、急きゅうにぐったりと力ちからを失うしない、なみだ声こえでうったえた。

「わたくし、とっても怖こわい目めにあいましたの……ふるえが止とまりませんわ。早はやくこのロープをほどいてくださいな……」

「……今いままで、元げん気きだったくせにー」

　カービィが、ボソッとつぶやいた。

　パフェスキー夫ふ人じんは、やっと、メタナイト以い外がいのみんなに気きづいた。

　今いままでなみだぐんでいた目めが、急きゅうにつり上あがった。

「まっ！　何なによ、あんたたち！　誘ゆう拐かい犯はんの仲なか間ま？　まさか、メタナイト……あ、あんたも悪あく人にんどもの一いち味みだったの!?　そうなのね!?　わたくしを油ゆ断だんさせて、さらうなんて……許ゆるさないわっ！　あんたたち全ぜん員いん、刑けい務む所しょ惑わく星せいにたたきこんでやるから──！」

「落おち着ついてください、パフェスキー夫ふ人じん」

　メタナイトが言いった。仮か面めんにかくされた表ひょう情じょうはわからないが、声こえにはウンザリした気き持もちがにじみ出でていた。

「私わたしたちは、あなたを助たすけにきたのですよ。ただ、その前まえに、聞ききたいことがあるのです」

「なんですってー!?」

「あなたの屋や敷しきにいる、シェフたちのことです」

　とたんに、パフェスキー夫ふ人じんの顔かお色いろが変かわった。

「な、なんのことかしらっ？」

　声こえも、うわずっている。

「あなたの屋や敷しきには、何なん十じゅう人にんものシェフがいますね？」

「え、ええ……もちろんよ。わたくしは、グルメですからね！」

「でも、今日きょうのパーティの料りょう理りを作つくったのは三人にんだけだった……ほかのシェフたちを、どうしたんです？」

「知しらないわ……」

「知しらないはずがねえ！」

　サーキブルが、飛とび上あがって叫さけんだ。

「オレたちにはお見み通とおしだからな！　おまえは、自じ分ぶんが気きに入いらないシェフたちを、隠かくし部べ屋やに閉とじこめてるんだ！　コックカワサキを返かえしやがれ！」

「お、おかしな言いいがかりはやめてちょうだい！　コックカワサキなんて、あんな三さん流りゅうのシェフ！　どうなったって、知しらないわ！」

「なんだとー!?」

　サーキブルも、ウィリーも、そしてウォーキーも、パフェスキー夫ふ人じんにつかみかかりそうになった。

　それを、メタナイトが止とめた。

「パフェスキー夫ふ人じん。とぼけても、むだですよ。あなたがみとめないなら、あなたの屋や敷しきを徹てっ底てい的てきに調しらべさせてもらいます。隠かくし部べ屋やからシェフたちが見みつかれば、すべてが明あきらかになるのです」

「……！」

　パフェスキー夫ふ人じんは、くやしそうに顔かおをゆがめて、叫さけんだ。

「だったら、なんだって言いうの!?　わたくし、何なにも悪わるいことなんてしてませんからね！」

「このぉ……まだ、とぼける気きかよ！」

「あんたたちには、わかってないのよ。食たべることの大たい切せつさが！」

　パフェスキー夫ふ人じんは、開ひらき直なおったように胸むねを張はった。

「いいこと？　食しょく事じっていうのは、人じん生せいでいちばん大だい事じなものなのよ。おいしいものを、おなかいっぱい食たべられることが、いちばんの幸しあわせなのよ！」

「だよねー！」

　とつぜん、カービィが賛さん成せいしたので、メタナイトが小こ声ごえで注ちゅう意いした。

「だまっていろ、カービィ」

　しかし、カービィの耳みみには入はいらない。カービィはピョンピョンはずみながら言いった。

「ぼくもそう思おもうー！　食たべてる時ときが、いちばん幸しあわせー！」

「……あら。意い外がいに、話はなしが通つうじるようね？」

　パフェスキー夫ふ人じんは、カービィを見み直なおしたようだった。

「わたくし、おいしい料りょう理りを作つくってくれるシェフには、いつだって感かん謝しゃしているわ！」

「うん！　ぼくもー！」

「オレ様さまもだー！」

　デデデ大だい王おうまで加くわわった。

「寝ねるのも楽たのしいが、食たべるのはもっと楽たのしいぞ！」

「だよね！　ぼく、食たべるの大だい好すきー！」

「あぶらの乗のった肉にくを食くっている時ときが、いちばん幸しあわせだ！　肉にくがなければ、この世よはまっくらやみだな！」

「お肉にくも好すきだし、お魚さかなも！　野や菜さいもフルーツも！　ケーキも大だい好すきー！」

「……あなたたちは、話はなしがわかるわね」

　パフェスキー夫ふ人じんは、カービィとデデデ大だい王おうに向むかって、ほほえんだ。

「まったく、そのとおりよ。おいしい食しょく事じは、人じん生せいでいちばんの宝たから物もの」

「うん！」

「だからこそ──わたくしの口くちに合あわない料りょう理りを出だすシェフには、ガマンがならないのよ！」

　パフェスキー夫ふ人じんの口く調ちょうが、急きゅうにけわしくなった。

　カービィもデデデ大だい王おうも、その剣けん幕まくにびっくりして、口くちをつぐんでしまった。

「おいしくない料りょう理りを食たべるなんて、最さい悪あくの苦く痛つうだわ！　人じん生せいのむだよ！」

「……え……あの……」

「そんな料りょう理りをわたくしに食たべさせるようなシェフは、犯はん罪ざい者しゃといっしょ！　こらしめられて、当とう然ぜんなのよ！」

　そしてパフェスキー夫ふ人じんは、ギラギラした目めでカービィを見みた。

「あなたも、そう思おもうでしょ？」
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　カービィは、困こまってしまった。

　おいしい料りょう理りが大だい好すきなのは、カービィもパフェスキー夫ふ人じんもいっしょ。でも、夫ふ人じんの言いっていることは、なんとなくちがう気きがする……。

「だから、そんな料りょう理りをわたくしに食たべさせたシェフには、ばつを与あたえたの。わたくし、まちがってないでしょ!?」

「う……うーん……でも……」

　カービィには、うまく言いえなかった。

　なんだか、ちがう気きはするんだけど……でも、おいしいものを食たべたい気き持もちはわかるし……。

　デデデ大だい王おうが言いった。

「コックカワサキの腕うで前まえは、たしかだぞ。あいつが、まずい料りょう理りを作つくるとは思おもえんのだがなあ……」

「でも、作つくったのよ！　信しんじられないくらいまずい料りょう理りを、わたくしに食たべさせたの！」

「何なにを作つくったんだ？」

「ステーキよ！」

　カービィたちは顔かおを見み合あわせた。

　ステーキは、コックカワサキの得とく意い料りょう理りのはずなのに……。

「最さい初しょは、おいしいと思おもったわ。だから、毎まい日にち三さん食しょく、こればっかり作つくりなさいと命めい令れいしたの。そしたらコックカワサキのやつ、『ステーキばかりじゃ栄えい養ようがかたよります』なんて言いうのよ！　わたくしに、口くちごたえするなんて！」

「……それ、口くちごたえって言いうのかなあ……」

「言いうわよっ！　おどしつけて、毎まい日にちステーキを作つくらせたわ。そしたら、あいつめ、五日か目めにぜんぜん味あじのしないステーキを作つくったのよ！」

「え!?」

「文もん句くを言いったら、また、わたくしに口くちごたえをしたの！　『味あじつけはいつもと同おなじです。味あじがしないのは、奥おく様さまが風か邪ぜを引ひいたからでしょう』ですって！」

「……風か邪ぜ……？」

「そう。たしかにその日ひ、わたくしは風か邪ぜを引ひいていたわ。でも、そんなの理り由ゆうにならないでしょ！　一いち流りゅうのシェフなら、風か邪ぜを引ひいても味あじがわかるような、特とく別べつな味あじつけを研けん究きゅうするべきなのよ！」

「そんな無む茶ちゃな……」

「コックカワサキだけじゃないわ。他ほかのシェフたちだって、ひどいものよ。あるシェフは、ピザが得とく意いだと言いうから、作つくらせたの。とてもおいしくて、わたくし三十枚まいも一いっ気きに食たべてしまったわ！」

「三十枚まい……!?」

「いいなあ……！」

　カービィとデデデ大だい王おうは、今いまにもよだれをたらしそうな顔かおになった。

「そうしたら、そのあとで、『デザートは焼やきプリンでございます』なんて言いうじゃないの！　わたくしの大だい好こう物ぶつよ！　でも、おなかいっぱいで、もう一ひと口くちも食たべられなかったわ！　あたまに来きたから、部へ屋やに閉とじこめてやったのよ！　わたくし、まちがってないでしょ!?」

「……話はなしにならない」

　メタナイトが、首くびを振ふった。

「パフェスキー夫ふ人じん、あなたは、わがまますぎる。すぐにシェフたちを自じ由ゆうにしなさい」

「いやよ！　わたくし、悪わるくないわ！」

「ならば、あなたの屋や敷しきをすみずみまで調しらべますよ」

「……キーッ！　ゆるさないわ！」

　パフェスキー夫ふ人じんは、しばられたまま、暴あばれ回まわった。

　カービィは、なんだかとても悲かなしくなってきた。

　パフェスキー夫ふ人じんのお屋や敷しきを調しらべれば、シェフたちを助たすけることはできる……けど。

　本ほん人にんがぜんぜん反はん省せいしなければ、きっとまた、どこかで同おなじことをくり返かえしてしまう。

（パフェスキー夫ふ人じんだって、根ねっから悪わるい人ひとじゃないと思おもうんだ。だって、あんなにすてきなパーティを開ひらいて、ごちそうを食たべさせてくれたんだし……）

　なんとかして、パフェスキー夫ふ人じんに、自じ分ぶんのあやまちをわかってもらうことはできないだろうか？

（でも、何なにを言いっても、聞きいてくれそうにないしなあ……）

　そのとき、カービィのあたまに、パッとひらめいたことがあった。

　カービィは、夢む中ちゅうで叫さけんだ。

「そうだ！　言こと葉ばよりも、もっと心こころに伝つたわるものがあるよ！」

　メタナイトがたずねた。

「どうしたんだ、カービィ？」

「ぼく、パフェスキー夫ふ人じんの心こころを動うごかす方ほう法ほうを思おもいついたんだ！」

「心こころを動うごかす……だって？　どうやって？」

「歌うただよ！」

　カービィは、自じ分ぶんの思おもいつきにうれしくなって、くるんと宙ちゅう返がえりをした。

「ぼく、前まえに本ほんを読よんだんだ。心こころをとざしたお姫ひめ様さまを、美うつくしい歌うたでなぐさめるっていうお話はなし。何なにを言いっても耳みみをかさなかったお姫ひめ様さまが、美うつくしい歌うたを聞きいて感かん動どうするんだよ！　ふつうにお話はなしするより、歌うたのほうが、きっと気き持もちが伝つたわるよ！」

　メタナイトは、首くびをかしげた。

「たしかに、美うつくしい音おん楽がくには心こころを動うごかす力ちからがあると思おもうが……」

「でしょ！　だから、すてきな歌うたを聞きかせてあげたら、パフェスキー夫ふ人じんの気き持もちだって変かわると思おもう！」

「だが、問もん題だいがある」

「なに？」

「すてきな歌うたを、どうやって用よう意いするんだ？　ここには歌か手しゅもいないし、音おん楽がくプレイヤーもないんだぞ」

「──そうか、そうか！　ここで、いよいよオレ様さまの出で番ばんか！」

　デデデ大だい王おうが、胸むねを張はってしゃしゃり出でた。

「あ、あ、あー……えへん。よし、のどの調ちょう子しはＯオーＫケーだ！　歌うたうぞ！」

　カービィは首くびを振ふった。

「だめだめ。デデデ大だい王おうの歌うたじゃ、ぶちこわしだよ。ここは、ぼくにまかせて！」

　デデデ大だい王おうは、カービィを見み下おろして、せせら笑わらった。

「おまえが歌うたう気きか？　やめとけ、音おん痴ちのくせに」

「そんなことないよー！　じょうずに歌うたえるよ！　そうだ、ウォーキー、協きょう力りょくしてよ」

「え？　オレ……？」

「うん！」

　カービィは、胸むねをそらせて、ウォーキーのほうを向むいた。

　ウォーキーは、たじろいだ。

「ちょ、ちょっと待まってカービィ……」

「だいじょーぶ！　『マイク』能のう力りょくをコピーさせてもらうだけ！」

「だ、大だい丈じょう夫ぶじゃないって──！」

「せ～の～！」

　カービィは、思おもいっきり息いきを吸すいこんだ。

「やめて～！　あれ～！」

　ウォーキーは、カービィに吸すいこまれてしまった。

　またまたカービィは大だい変へん身しん。頭あたまにヘッドホンをかけ、手てにはマイクを持もっている。

　これでカービィは、だれよりも大おおきな声こえをひびかせられるようになった！

「じゃ、歌うたうからねー！」

　カービィはパフェスキー夫ふ人じんに向むき直なおった。

　パフェスキー夫ふ人じんは、何なにが始はじまるのかわからず、ふしぎそうにカービィを見みている。

　カービィはさっそく歌うたおうとして──はたと、困こまってしまった。

（え、えーと……どんな歌うたを歌うたえばいいんだろう？）

　カービィが知しっている歌うたなんて、数かぞえるほどしかない。

（『朝あさごはんの歌うた』……は感かん動どう的てきじゃないなあ。『おかわり音おん頭ど』も、いまいちだし……『はらぺこラブソング』もダメかなあ……）

　パフェスキー夫ふ人じんの心こころを動うごかすためにふさわしい歌うたなんて、思おもいつかなかった。

「どうした、カービィ。さては、歌うたえないんだな？」

　デデデ大だい王おうが、イヤミな笑わらいを浮うかべてカービィを見みた。

「そ、そんなことないよ！　歌うたえるよ！」

「はっ、無む理りすんな。ここは、オレ様さまに歌うたわせろ！」

「やだっ！」

　カービィは、かくごを決きめた。

（パフェスキー夫ふ人じんの心こころを動うごかせそうな歌うたは、思おもいつかない。ってことは、今いま、自じ分ぶんで歌うたを作つくるしかない！）

　カービィは心こころを落おち着つけて、目めをとじた。

　すーっと息いきを吸すい、思おもいついた言こと葉ばを次つぎ々つぎにメロディにのせていく……。





ピザ三十枚まい～

おお、ピザ三十枚まい～

なんて、うらやましいの、ララララ～

ぼくも食たべたいよ～！






　メタナイトが、たじろいで耳みみをふさいだ。

「な、なんだ、その、でたらめな歌うたは!?　やめろ、カービィ……」

　しかし、自じ分ぶんの歌うた声ごえによっているカービィには、メタナイトの言こと葉ばは聞きこえなかった。

（メタナイトがワナワナふるえてる！　感かん動どうしてるんだ！）

　カービィは、ますます張はり切きった。

　ウォーキーからコピーした『マイク』能のう力りょく、全ぜん開かい！

　その声こえはせまい洞どうくつに反はん響きょうし、何なん倍ばいにも大おおきくひびき渡わたった。





ピザはやっぱりトマトソースが決きめ手てだよ～（だよ～、だよ～）

えーと、あと、チーズも大だい事じだね～（だね～、だね～）！
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　すさまじい歌うた声ごえ……というより、これはもはや、音おとの兵へい器き。

　洞どうくつの壁かべに、ピシッと亀き裂れつが走はしった。

　メタナイトが叫さけんだ。

「やめるんだ、カービィ！　洞どうくつがこわれる！」

「洞どうくつより、わ、わたくしの耳みみがこわれるわーっ！」

　パフェスキー夫ふ人じんは、のたうち回まわって悲ひ鳴めいを上あげた。気きの毒どくなことに、彼かの女じょは両りょう手てをしばられているので、耳みみをふさぐこともできないのだった。

　カービィは目めをとじ、すっかり自じ分ぶんの歌うたによっていた。





コックカワサキのステーキは最さい高こうだよ～（だよだよだよ～）！

みんなで食たべよう、ビーフステーキ～！

デザートもおわすれなく、ララララ～！

ぼく、アイスが好すき～（好すき好すき好すき～）！






　洞どうくつの天てん井じょうから、バラバラと土つちのかけらが落おちてきた。

　そのかけらが、カービィに当あたった。

「……あれ？　どうしたんだろう？」

　やっと、カービィは歌うたうのをやめた。

「いかん、洞どうくつがくずれる！」

「逃にげろ！」

　全ぜん員いん、泡あわを食くって洞どうくつから逃にげ出だした。パフェスキー夫ふ人じんも、メタナイトにかかえられて連つれ出だされた。

　みんなが外そとに飛とび出だすと同どう時じに、大おおきな音おとを立たてて洞どうくつは崩くずれ落おちてしまった。

　サーキブルが、顔かおをひきつらせて、つぶやいた。

「こ……こぇぇ……カービィ、おまえってやつは……プププランド最さい強きょうだぜ……」

「え？　最さい高こう？　ぼくの歌うたのこと？　そんなに感かん動どう的てきだった？」

「ばかもーん！　見みろ、おまえのせいで洞どうくつがメチャクチャだ！」

　デデデ大だい王おうがカービィをしめ上あげようとするのを、メタナイトが止とめた。

「やめたまえ。洞どうくつがくずれて、かえって良よかったかもしれない。あのままカービィが歌うたい続つづけていたら……」

「や、やめろ！　その先さきは言いうな。想そう像ぞうしたくもないわい！」

　さすがのデデデ大だい王おうも、ブルッとふるえた。サーキブルやウィリーたちも、深しん刻こくな顔かおでうなずいている。

　カービィは、せっかく心こころをこめた歌うたが、どうやらみんなには不ふ評ひょうだったらしいと気きづいて、がっかりした。パフェスキー夫ふ人じんに、たずねてみる。

「ねえ、パフェスキー夫ふ人じんはどう思おもった？　ぼくの歌うた……」

「ひぃ！　やめて！　わたくしが悪わるかったわ！　あやまるから、もう歌うたわないでぇ！」

　パフェスキー夫ふ人じんはなみだ目めになって、頭あたまを下さげた。

「え？　反はん省せいしてるっていうこと？」

「そうよ、心こころから反はん省せいしてるわ！　ごめんなさい、ごめんなさい！　シェフたちは解かい放ほうするから、ゆるしてぇ！」

　カービィは、きょとんとした。なんだかよくわからないけど……パフェスキー夫ふ人じんがこんなに泣なきながら反はん省せいしてるってことは……。
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「やっぱり、ぼくの歌うたのおかげだ……歌うたの力ちからって、すばらしい……」

　カービィはすっかり満まん足ぞくして、くるんと宙ちゅう返がえりをした。頭あたまのヘッドホンがはずれて、ウォーキーのすがたに戻もどった。

「あ、あれ？　何なにがあったの……？」

　きょとんとしているウォーキーに、サーキブルがくやしそうに言いった。

「ちぇっ！　おまえはラッキーだったぜ、ウォーキー」

「え？　どういう意い味み？」

　メタナイトが言いった。

「話はなしは後あとだ。パフェスキー夫ふ人じんの屋や敷しきに戻もどろう。シェフたちを助たすけなくては」

「おい、パフェスキーをどうする？　もっと、とっちめなくていいのかよ？」

　サーキブルが、不ふ満まんそうに言いった。メタナイトは答こたえた。

「彼かの女じょはもう、十じゅう分ぶんなばつを受うけただろう。耳みみをふさぐこともできず、カービィの歌うたに直ちょく撃げきされたのだぞ」

「……そ、そうだな。そう思おもったら、かわいそうになってきた……」

「私わたしには考かんがえがある。君きみたちも、来きたまえ」

　メタナイトはマントをひるがえした。
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　パフェスキー夫ふ人じんの屋や敷しきに戻もどったカービィたちは、隠かくし部べ屋やに閉とじこめられていたシェフたちを救すくい出だした。

　シェフたちは、何なん日にちも自じ由ゆうをうばわれて弱よわっていたけれど、解かい放ほうされるとみんな元げん気きになった。

　コックカワサキが、シェフたちを代だい表ひょうして言いった。

「ありがとう、メタナイト。カービィ、そしてデデデ大だい王おう様さま……」

「なんでオレ様さまが最さい後ごなんだ！　やり直なおしっ！」

　デデデ大だい王おうにしかりつけられて、コックカワサキはしかたなく言いい直なおした。

「ありがとうございます、デデデ大だい王おう様さま、メタナイト、カービィ。おかげで、助たすかりました」

　カービィが言いった。

「ひどい目めにあったねー！」

「うん、まったく……」

　コックカワサキが言いいかけるのをさえぎって、シェフたちがさわぎ出だした。

「オレは、ニンジンの切きり方かたが０・１ミリ薄うすすぎるって言いわれて、閉とじこめられた！」

「私わたしは、スープが熱あつすぎると！　熱あつ々あつのほうがおいしいのに！」

「オレは逆ぎゃくだ。シチューがさめてるって言いわれたぞ！　パフェスキー夫ふ人じんが、雑ざっ誌しを読よみふけってるうちに、さめちゃっただけなのに！」

　他ほかのシェフたちも、口くち々ぐちに文もん句くを言いい出だした。

　大おお騒さわぎになったのを、メタナイトが静しずめた。

「君きみたちの言いい分ぶんはわかるが、ここは収おさめてくれないか。君きみたちの腕うでをふるって、料りょう理りを作つくってほしい」

　シェフたちは、だまりこんでメタナイトを見みた。

　メタナイトは続つづけた。

「パフェスキー夫ふ人じんの誕たん生じょう日びパーティの続つづきをしよう。それぞれ、いちばんの得とく意い料りょう理りを作つくるのだ」

「パフェスキー夫ふ人じんのために!?」

　シェフたちは、ざわめいた。

「冗じょう談だんじゃない！　まっぴらだ！」

「あんなやつの誕たん生じょう日びの料りょう理りなんて、作つくりたくない！」

「オレは帰かえるぞ！　じゃあな！」

　出でて行いこうとするシェフたちに、メタナイトは語かたりかけた。

「不ふ満まんはわかる。だが、君きみたちにも料りょう理り人にんとしてのプライドがあるはずだ」

「プライド……だって？」

「この屋や敷しきにやとわれて、満まん足ぞくのいく料りょう理りを作つくれたのか？　みんな、不ふ満まんがあるだろう。それを、晴はらしてほしいのだ」

　シェフたちは、顔かおを見み合あわせた。メタナイトは続つづけた。

「パフェスキー夫ふ人じんだけのためではない。私わたしたちみんなのためと思おもって、作つくってくれないか」

「食たべたい、食たべたい！　みんなの得とく意い料りょう理り！」

　カービィが目めを輝かがやかせて、ピョンピョンはね回まわった。

　コックカワサキが言いった。

「……たしかに、オレたちみんな、不ふ満まんに思おもってました。せっかく腕うでによりをかけて得とく意いの料りょう理りを作つくろうとしてたのに、それができなくて」

　シェフたちは、そろってうなずいた。

「オレたち料りょう理り人にんにとっては、作つくった料りょう理りを食たべてもらうことがいちばんの幸しあわせ。わかりました。最さい高こうの料りょう理りを作つくりましょう！」

「やったー！」

　カービィは大おお喜よろこび。

　デデデ大だい王おうも、「ウフフフ……」と不ぶ気き味みな笑わらいをもらしている。

　パフェスキー夫ふ人じんは、ツンとして横よこを向むいていた。




　カービィは、いったんデデデ城じょうにもどり、ワドルディに会あった。

「あ、カービィ！　お帰かえり。パーティはどうだった？　デデデ大だい王おう様さまは？」

「実じつはね、パーティの最さい中ちゅうに、とんでもない大だい事じ件けんが起おきたんだ！」

　カービィは、誘ゆう拐かい事じ件けんのことをワドルディに話はなした。

「それでね、ぼくが心こころをこめて歌うたを歌うたったら、みんな拍はく手しゅかっさい。パフェスキー夫ふ人じんなんて、なみだを流ながして感かん動どうしてたよ！　事じ件けん解かい決けつ、めでたしめでたし！」

「……ふ、ふーん……？」

　カービィの音おん痴ちを知しっているワドルディは首くびをかしげた。

　カービィは、ワドルディの手てを引ひっ張ぱった。

「これから、パフェスキー夫ふ人じんの誕たん生じょう日びパーティの続つづきをするんだ。ワドルディもおいでよ！」

「え？　でも、ぼく、招しょう待たい状じょうが……」

「もう招しょう待たい状じょうなんていらないんだ。いいから、おいでよ！」

「うん！　ありがとう、カービィ」




　二人ふたりがパフェスキー夫ふ人じんの屋や敷しきに到とう着ちゃくすると、もうパーティの準じゅん備びが整ととのえられていた。

　テーブルに運はこばれてきたのは、シェフたちみんなが腕うでによりをかけて作つくった、自じ慢まんの料りょう理り。

「うっわ～！　おいしそう～！」

「食くうぞ～！」

「いっただきまーす！」

　カービィとデデデ大だい王おうは、たちまち夢む中ちゅうになった。

　ワドルディも、目めをかがやかせている。

「おいしいよ～！　このエビピラフ、最さい高こう～！」

「うぉー、このビーフステーキ！　これこそ、コックカワサキの味あじだ！」

「おかわり、おかわり～！」

　いつもなら「静しずかに食たべたまえ」と注ちゅう意いするはずのメタナイトだが、今こん回かいは二人ふたりには何なにも言いわなかった。

　彼かれは、となりに座すわったパフェスキー夫ふ人じんに言いった。

「いかがですか、シェフたちの自じ慢まんの料りょう理りは」

　パフェスキー夫ふ人じんは、ふてくされたように答こたえた。

「野や菜さいの切きり方かたが気きに入いらないわ。わたくし、もっと厚あつく切きったほうが好すきなのに」

　パフェスキー夫ふ人じんの後うしろに立たっていたコックカワサキが、説せつ明めいした。

「歯はざわりが良よいように、くふうしているのです。料りょう理りによって、切きり方かたを変かえるのは当とう然ぜんですよ」

「んまっ！　わたくしに口くち答ごたえをするの!?　ナマイキな……」

　怒おこりだしたパフェスキー夫ふ人じんを、メタナイトがたしなめた。

「あらさがしをしながら食たべても、おいしくないでしょう。すなおに味あじわってみてはいかがですか。あの二人ふたりのように……」

　メタナイトは、カービィとデデデ大だい王おうのほうを見みた。

　二人ふたりは、運はこばれてくる料りょう理りを、手て当あたりしだいに口くちに放ほうりこんでいる。

「おいしいよ～！　おかわり、もっと～！」

「めんどうだ！　十人にん前まえずつ持もってこーい！」

「……」

　メタナイトは目めをそらせて、つぶやいた。

「いや、あの二人ふたりを見み習ならうのはやめたほうが良よいが……ともかく、そんなしかめっ面つらでは何なにを食たべてもおいしくないでしょう、パフェスキー夫ふ人じん」

「フン！　よけいなお世せ話わよ」

　パフェスキー夫ふ人じんは、いっそう恐こわい顔かおになって、つまらなそうに料りょう理りを口くちに運はこんだ。

　そこへ。

　ワゴンにのった、大おおきな箱はこが運はこばれてきた。

　カービィが、首くびをかしげた。

「なあに、その箱はこ。中なかに、何なにか入はいってるの？」

　コックカワサキが答こたえた。

「シェフ一いち同どうが、力ちからを合あわせて作つくったケーキです」

「ケーキ!?」

「パフェスキー夫ふ人じんの誕たん生じょう日びケーキですよ」

　シェフたちが、箱はこについたリボンをひっぱると、箱はこはパカッと割われた。

　中なかからあらわれたのは、見み上あげるほど大おおきな、純じゅん白ぱくのバースデーケーキ！
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　生なまクリームが、レースのようにこまかく飾かざりつけられており、フルーツがふんだんにトッピングされている。

「うっわ～！　すごい！」

「おいしそ～！」

　カービィとワドルディが、そろって歓かん声せいを上あげた。

　パフェスキー夫ふ人じんも、しかめっ面つらをやめて、口くちをポカンとあけている。

　コックカワサキが、パフェスキー夫ふ人じんにナイフを手て渡わたした。

「奥おく様さまの好すきなフルーツをたくさん盛もりつけました。どうぞ、切きり分わけてみてください」

「え……ええ」

　パフェスキー夫ふ人じんは立たち上あがり、ケーキにそっとナイフを入いれた。

　その瞬しゅん間かん──。

　ポンッと、何なにかが破は裂れつするような音おとがひびいた。

　ケーキのてっぺんが開ひらき、そこから小ちいさなものがバラバラとふってきた！

「きゃああ～！　何なに、これ!?　ばくだん!?　きゃ～！　助たすけて～！」

　パフェスキー夫ふ人じんは床ゆかにすわりこみ、頭あたまをかかえて悲ひ鳴めいを上あげた。

　コックカワサキと、シェフたちが笑わらい出だした。

「もうしわけありません。ビックリさせすぎてしまいました」

「な……なんですって!?　あなたたち、まさか、わたくしに仕し返かえしを……！」

「ちがいますって。これは、ちょっとしたサプライズ・プレゼント。パフェスキー夫ふ人じん、お誕たん生じょう日びおめでとうございます！」

　カービィが、ケーキの中なかからふってきたものを拾ひろいあげて、さけんだ。

「あ、これ、キャンディーだよ。かわいいお花はなの形かたちになってるよ～！」

　パフェスキー夫ふ人じんは、おそるおそる手てを伸のばして、床ゆかに散ちらばっているキャンディーを拾ひろった。

「まあ……ほんとうだわ。チューリップの形かたちのキャンディー……」

「奥おく様さまは、チューリップがお好すきと聞きいたので。花はな束たばのかわりに、料りょう理り人にんらしいしかけを、みんなで考かんがえたんです」

「なぜ……こんなことを……？　わたくし、あなたたちにひどいことをしたのに」

「たしかに、ひどい目めにあわされました。仕し返かえししてやりたいって思おもったことだってあります。でも、メタナイトに言いわれて、ハッとしたんです。料りょう理り人にんとしてのプライドがあるはずだ……って」

　コックカワサキの言こと葉ばに、シェフたちはうなずいた。

「そう、オレたちは料りょう理り人にんです。仕し返かえしなんか考かんがえるより、喜よろこんでもらえる料りょう理りを作つくったほうがよっぽどいいって、みんなで相そう談だんしたんです」

　パフェスキー夫ふ人じんは、キャンディーをだいじそうに拾ひろい集あつめた。

　ほおが赤あかくなり、けわしかった表ひょう情じょうが笑え顔がおにかわった。

「ありがとう……そして、ごめんなさい。こんなうれしいプレゼント、初はじめてだわ」

　コックカワサキも笑え顔がおで答こたえた。

「料りょう理りはまだまだあります。パーティを続つづけてください」

「わーい！」

　いちばんはしゃぎ回まわったのは、もちろんカービィ。

　一いち同どうは再ふたたび席せきについて、運はこばれてくる料りょう理りを味あじわった。

　パフェスキー夫ふ人じんの顔かおはすっかり晴はれやかになり、いくども笑わらい声ごえを上あげるようになった。

「ああ、おいしい！　こんなおいしい料りょう理りが食たべられて、わたくし、本ほん当とうに幸しあわせだわ」

「ぼくも～！　幸しあわせ、幸しあわせ～！」

「わたくし……まちがっていました」

　パフェスキー夫ふ人じんはナイフとフォークを置おき、しみじみと言いった。

「食たべることの楽たのしさをわすれて、偉えらそうにケチをつけてばかりいて……ほんとうの意い味みで料りょう理りを味あじわっていなかったんだわ。あなたたちと、こうして食しょく卓たくを囲かこむのは、なんて楽たのしいんでしょう！」

「ぼくも楽たのしいよ～！」

「うむ、オレ様さまも……」

　カービィにつられてうなずきそうになったデデデ大だい王おうは、あわてて言いい直なおした。

「いや、楽たのしくはないがな！　カービィなんぞと同どう席せきして、楽たのしいはずがない」

「なんだって～!?　ぼくだって、ほんとはデデデ大だい王おうなんかといっしょに食しょく事じしたくないからね！」

「やるか、このっ！」

　メタナイトが苦く笑しょうして言いった。

「やめたまえ。こんな時ときに、見み苦ぐるしい」

「でもぉ……デデデ大だい王おうが……」

「私わたしが見みたところ、今こん回かい、君きみたち二人ふたりは息いきがぴったり合あっていたようだが」

「なんだと!?　このオレ様さまが、こんなやつと……！」

「息いきなんて、合あってないよ……と、思おもうけど……」

　カービィは、考かんがえこんだ。

「でも、ちょっぴり楽たのしかったかもね。デデデ大だい王おうと二人ふたり一役やく」

「む？　楽たのしかっただと？　そりゃ、おまえはオレ様さまの上うえでニコニコしてるだけだったからな！　オレ様さまは、肩かたがこったぞ！」

「楽たのしくなかった？」

「む……そう言いわれると……」

　デデデ大だい王おうも、考かんがえこんだ。

「いつもとちがって、新しん鮮せんだったな。みんなから、女おんなの子こと思おもわれたり……」

「メタナイトの恋こい人びとと思おもわれたり！」

「……そこは忘わすれてくれ」

　メタナイトが、暗くらい声こえで言いった。

「ともかく、君きみたちは、いがみ合あってばかりいないで、仲なか良よくしてみたらどうだ？」

「オレ様さまは……カービィと仲なか良よくなんぞ……！」

「今こん回かいだけだよね、今こん回かいだけ！」

「う、うむ……今こん回かいだけ、だ」

　二人ふたりの言いい合あいを聞きいていたワドルディが、にっこり笑わらって、メタナイトに小こ声ごえで言いった。

「なんだか、デデデ大だい王おう様さまとカービィ、気きが合あってるみたいです」

「……そうだな」

「ほんの少すこしだけ、友ゆう情じょうがめばえたのかも。よかったぁ……」

　そのとき、パフェスキー夫ふ人じんが立たち上あがって言いった。

「そうだわ、わたくしからあなたたちに、お礼れいをしなくては。みなさんのおかげで、目めがさめたんだもの」

「いや、礼れいなど……」

　メタナイトが断ことわろうとしたが、カービィとデデデ大だい王おうは、もちろんえんりょなんてしなかった。

「お礼れい!?　なになに!?　ごちそう!?」

「おう、良よい心こころがけだ。何なにをくれるんだ？　食くい物ものだろうな!?」

「そうね……何なにがいいかしら……」

　パフェスキー夫ふ人じんは少すこし考かんがえて、「そうそう！」とうなずいた。

「あれがいいわ。ちょっと待まっていてくださいね」

　パフェスキー夫ふ人じんは、いそいそと部へ屋やを出でて行いった。

　戻もどってきたとき、彼かの女じょがかかえていたのは、カゴいっぱいに盛もられた、虹にじ色いろのまるいもの。それをテーブルの上うえに置おいた。

　カービィもデデデ大だい王おうも、首くびをかしげた。

「何なに、それ？　ボール……じゃないよねえ？」

「これは、わたくしの生うまれ故こ郷きょうでしかとれない、特とく別べつなフルーツ。レインボーベリーといいますの」

「レインボーベリー!?　おいしいの!?」

「もちろん。このまま食たべてもおいしいですけど、シロップ漬づけにしたり、ゼリー寄よせにしたりしても、最さい高こうですのよ。他ほかでは手てに入はいらない、とても貴き重ちょうなフルーツなのです」

「そんな貴き重ちょうなものを、私わたしたちに……」

「ええ、メタナイト様さま。カービィさんも、デデデ大だい王おうさんも、どうぞ仲なか良よく召めし上あがって……」

　カービィは、聞きいていなかった。

「いっただきまーすっ！」

　大おお声ごえでさけぶと、胸むねをはって、吸すいこみ体たい勢せいに。

「……やめろ、カービィ！」

　気きづいたメタナイトが止とめようとしたが、間まに合あわなかった。

　ごぉぉぉっ、と音おとを立たてて、カービィはレインボーベリーの山やまを吸すいこんでしまった。しかも、カゴごと。
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　パフェスキー夫ふ人じんは、青あおざめて、たおれそうになった。

「き、貴き重ちょうなレインボーベリーが……ダイヤモンドよりも高こう価かな伝でん説せつのフルーツが～！」

「ぷはっ！　おいしかった～！」

　カービィは満まん足ぞくそうに笑わらって、おなかをなでた。

「もっと食たべたいよ～。おかわり、ないの？　ねえ、パフェスキー夫ふ人じん？」

「あ、あるわけありませーんっ！　キーッ！　この食くいしんぼうっ！」

　パフェスキー夫ふ人じんは、また、もと通どおりの恐こわい顔かおに戻もどってしまった。

　彼かの女じょよりも、もっと恐こわい顔かおになったのは、言いうまでもなくデデデ大だい王おう。

「きさまぁ……！　一人ひとりで全ぜん部ぶ食くうとはなにごとだっ！　オレ様さまの分ぶんを返かえせ～！」

「あ、もう食たべちゃった～。ごめ～ん」

「ごめんですむかぁぁっ！」

　デデデ大だい王おうはカービィにつかみかかった。

　カービィはすばやく飛とび上あがって、デデデ大だい王おうをかわした。

「待まてっ！　この～！」

「えへへ～。つかまらないよ～だ！」

　逃にげ出だしたカービィを、デデデ大だい王おうがドタドタと追おいかけていく。

　二人ふたりは屋や敷しきを飛とび出だして、すぐに見みえなくなった。

「……やれやれ」

　メタナイトがため息いきをついた。

「友ゆう情じょうがめばえたように見みえたのは、ただの錯さっ覚かくだったようだな。二人ふたりとも、すっかりいつもの調ちょう子しだ」

「……そうみたいです」

　ワドルディも、ふーっと長ながいため息いきをついた。




「待まて！　今日きょうという今日きょうは、ぜったいにゆるさ～ん！」

「ごめんってば～！」

　カービィとデデデ大だい王おうの追おいかけっこは、いつ終おわるともしれない。

　プププランドは、今日きょうも平へい和わ。
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